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［市の人口］
72,441人

男＝35,482人
女＝36,959人
前月比－60人

［世帯数］
26,111世帯
前月比＋6世帯

平成17年11月１日現在
（人口・世帯数は
外国人登録を含む）

第１回  ミューズの森チャレンジロードレース大会  in  CHICHIBU

12

［主な内容］
● 秋の叙勲・褒章受章者のご紹介
● 「秩父大好きちちぶっ子」に挑戦しませんか
● 年末年始の市役所等の業務について
● ダイオキシンを減らすために



市報ちちぶは、区・町会の皆さんのご協力で配られています。
なお、市役所総合窓口、各総合支所、各公民館、吉田生涯学習センター、文化体育センターでも配布しています。 ❷

　

靑
葉

夫
氏
（
小
柱
）
は
、
11
月
３

日
、
秋
の
叙
勲
で
、
旭
日
双
光
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　

靑
葉
氏
は
、
昭
和
58
年
５
月
か
ら
平

成
15
年
４
月
ま
で
、
20
年
の
永
き
に
わ

た
り
秩
父
市
議
会
議
員
を
務
め
、
そ
の

間
平
成
３
年
５
月
か
ら
の
２
年
間
は
、

同
議
長
と
し
て
、
高
邁
な
政
治
理
念
を

も
っ
て
、
地
域
の
経
済
、
福
祉
、
教
育
、

文
化
等
の
向
上
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
秩
父
広
域
市
町
村
圏

組
合
議
会
議
長
、
秩
父
衛
生
組
合
議
会

議
長
を
歴
任
さ
れ
た
ほ
か
、
秩
父
市
農

業
委
員
会
委
員
と
し
て
21
年
以
上
の
永

き
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
る
な
ど
、
地
方

自
治
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
川
友
一
氏
（
寺
尾
）
は
、
11
月
３

日
、
秋
の
叙
勲
で
、
瑞
宝
小
綬
章
を
受

章
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
川
氏
は
、
永
年
に
わ
た
り
地
元
の

高
等
学
校
に
勤
務
す
る
と
と
も
に
、
県

の
教
育
委
員
会
に
勤
め
、
学
校
教
育
な

ら
び
に
社
会
教
育
の
振
興
に
尽
力
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
放
送
の
開
始
に
あ
た
り

当
初
よ
り
参
画
し
、
多
大
な
る
貢
献
を

さ
れ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
教
育
活
動

に
も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
環
境
団
体
の

育
成
に
も
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

坂
本
公
平
氏
（
大
野
原
）
は
、
11
月

３
日
、
秋
の
叙
勲
で
、
瑞
宝
双
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

坂
本
氏
は
、
地
元
か
ら
の
強
い
要
望

を
受
け
、
昭
和
36
年
に
特
定
郵
便
局
と

し
て
秩
父
野
坂
郵
便
局
を
開
局
、
同
時

に
同
郵
便
局
長
に
就
任
し
、
以
来
39
年

に
わ
た
り
地
元
に
根
付
い
た
郵
便
局
の

運
営
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
秩

父
南
部
会
部
会
長
、
埼
玉
西
北
特
定
郵

便
局
業
務
推
進
連
絡
会
会
長
を
経
て
、

平
成
10
年
か
ら
は
関
東
地
方
会
理
事
を

歴
任
さ
れ
る
な
ど
、
郵
政
事
業
の
発
展

に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

廣
瀬
國
彦
氏
（
上
野
町
）
は
、
11
月

3
日
、
秋
の
叙
勲
で
、
瑞
宝
双
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

廣
瀬
氏
は
、
昭
和
58
年
4
月
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
行
政
相
談
委
員
を
務
め
、

地
域
住
民
の
行
政
に
対
す
る
苦
情
の
解

決
等
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
行
政
相

談
制
度
の
普
及
発
展
お
よ
び
行
政
運
営

の
改
善
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
平
成
11
年
10
月
に
は
、

永
年
の
行
政
相
談
委
員
と
し
て
の
功
績

が
認
め
ら
れ
、
総
務
庁
長
官
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

野
信
吉
氏
（
桜
木
町
）
は
、
11
月

３
日
、
第
５
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

で
、
瑞
宝
単
光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

野
氏
は
、
昭
和
40
年
か
ら
平
成
10

年
ま
で
、
33
年
の
永
き
に
わ
た
り
秩
父

消
防
本
部
に
在
職
し
、
秩
父
地
域
に
救

急
車
が
配
備
さ
れ
る
と
同
時
に
、
救
命

救
急
活
動
の
第
一
線
で
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
火
災
の
鎮
圧
や
風
水
害
に
よ

る
被
害
の
軽
減
を
行
い
、
予
防
消
防
に

貢
献
す
る
な
ど
、
地
域
住
民
の
安
心
と

安
全
を
守
る
各
種
消
防
活
動
に
尽
力
さ

れ
ま
し
た
。

　

山
中
利
男
氏
（
荒
川
白
久
）
は
、
11

月
３
日
、
秋
の
褒
章
で
、
藍
綬
褒
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
中
氏
は
、
昭
和
57
年
か
ら
平
成
17

年
ま
で
保
護
司
を
務
め
、「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」
の
積
極
的
な
取
組
を

行
っ
た
ほ
か
、
罪
を
犯
し
た
り
非
行
が

あ
る
人
の
更
生
を
助
け
、
犯
罪
の
発
生

予
防
に
尽
力
す
る
な
ど
、
更
生
保
護
に

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
14
年
か
ら
平
成
17
年
ま

で
秩
父
地
区
保
護
司
会
理
事
も
務
め
ら

れ
ま
し
た
。

旭
日
双
光
章

靑葉　 夫 氏
（小　柱）

瑞
宝
小
綬
章

石川　友一 氏
（寺　尾）

瑞
宝
双
光
章

坂本　公平 氏
（大野原）

廣瀬　國彦 氏
（上野町）

瑞
宝
単
光
章

野　信吉 氏
（桜木町）

藍
綬
褒
章

山中　利男 氏
（荒川白久）

秋の叙勲
褒章受章者
のご紹介



市報ちちぶは、資源再利用のため、古紙配合率100％再生紙を使用しています。
❸

　

秩
父
市
で
は
、「
ま
ち
輝
き　

む
ら

際
だ
ち　

森
と
水
の
ち
か
ら
ほ
と
ば
し

る　

助
け
あ
い
温
も
り
の
ま
ち
」
を
目

指
し
て
様
々
な
施
策
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
特
に
青
少
年
の
育
成
に
つ
い
て
は
、

積
極
的
に
社
会
や
他
人
と
関
わ
っ
て
、

感
動
を
体
験
で
き
る
機
会
の
提
供
な
ど

を
通
し
て
、
地
域
で
青
少
年
を
見
守
り

育
て
る
活
動
が
、
青
少
年
育
成
秩
父
市

民
会
議
を
中
心
に
進
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
将
来
の
秩
父
を
担
う
子
ど

も
た
ち
を
心
身
共
に
健
や
か
に
育
て
る

こ
と
は
、
社
会
の
先
導
者
と
し
て
の
大

人
の
責
任
で
す
。

　

特
に
少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で

い
る
こ
の
秩
父
に
お
い
て
は
、
豊
か
な

自
然
、
歴
史
、
文
化
、
産
業
等
の
よ
さ

を
十
分
認
識
し
、
継
承
、
発
展
さ
せ
よ

う
と
す
る
「
秩
父
大
好
き
人
間
」
を
育

て
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
が
、
ま
す
ま
す
複
雑
化
、
多
様

化
す
る
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
抜
く

た
め
に
は
、
何
事
に
も
挑
戦
す
る
や
る

気
や
根
気
強
さ
を
も
ち
、
個
性
や
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
発
揮
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
す
。

　

そ
こ
で
、学
校
や
家
庭
、地
域
の
様
々

な
分
野
・
領
域
で
熱
心
に
活
動
を
行
い
、

個
性
と
自
信
に
あ
ふ
れ
、
生
き
生
き
と

生
活
し
て
い
る
子
ど
も
（
小
・
中
学
生
）

を
「
秩
父
大
好
き
ち
ち
ぶ
っ
子
」
と
し

て
認
定
し
、
そ
の
努
力
や
実
績
を
讃
え

る
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
日
常
生
活
の
中
で
、

秩
父
の
豊
か
な
自
然
、
歴
史
、
文
化
、

産
業
等
を
は
じ
め
、
ス
ポ
ー
ツ
、
環
境
、

福
祉
、
交
通････

等
、
様
々
な
分
野
・

領
域
の
活
動
を
熱
心
に
行
い
、
豊
富
な

知
識
や
技
能
を
身
に
付
け
た
子
ど
も
、

お
よ
び
長
期
間
に
わ
た
っ
て
進
め
て
き

た
研
究
や
実
践
の
成
果
が
優
れ
て
い
る

子
ど
も
を
対
象
と
し
て
、
関
係
団
体
か

ら
の
推
薦
に
よ
り
、
分
野
・
領
域
別
に

「
秩
父
大
好
き
ち
ち
ぶ
っ
子
」
認
定
証

を
授
与
し
ま
す
。

① 

�
秩
父
大
好
�
�
�
�
�
子
�
育
成

�

団
体
等
�
�
�
�

　

こ
の
事
業
に
賛
同
す
る
団
体
等
は
、

「
秩
父
大
好
き
ち
ち
ぶ
っ
子
」
育
成
団

体
と
し
て
子
ど
も
を
推
薦
し
て
く
だ
さ

い
。
青
少
年
育
成
秩
父
市
民
会
議
に
所

属
す
る
団
体
や
機
関
を
は
じ
め
、
趣
味

の
サ
ー
ク
ル
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
多
く
の
団
体

の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
個
人
で
推
薦
し
た
い
場
合
は
、

関
係
の
子
ど
も
が
在
籍
す
る
学
校
に
相

談
く
だ
さ
い
。

②
該
当
�
�
子
�
�
�
推
薦

　

育
成
団
体
が
、
子
ど
も
を
「
秩
父
大

好
き
ち
ち
ぶ
っ
子
」
に
推
薦
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
推
薦
書
を
そ
の
子
ど
も

が
在
籍
す
る
小
学
校
ま
た
は
中
学
校
に

提
出
し
ま
す
。
左
の
表
に
「
秩
父
大
好

き
ち
ち
ぶ
っ
子
」
の
例
を
示
し
ま
す
の

で
、
身
近
で
活
躍
し
て
い
る
子
ど
も
、

が
ん
ば
っ
て
い
る
子
ど
も
を
た
く
さ
ん

推
薦
し
て
く
だ
さ
い
。

　

推
薦
書
は
、
秩
父
市
教
育
委
員
会
に

準
備
し
て
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
秩
父
市

教
育
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
子
ど
も
を
推
薦
し
て
い
た
だ

く
育
成
団
体
は
、
推
薦
書
に
記
入
さ
れ

た
内
容
に
つ
い
て
、
適
切
な
方
法
に
よ

り
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

③
校
長
所
見
�
記
入

　

推
薦
書
の
提
出
を
受
け
た
小
・
中
学

校
長
は
、
推
薦
書
に
校
長
所
見
を
記
入

し
秩
父
市
教
育
委
員
会
に
提
出
し
ま
す
。

④
内
容
審
査
�
�
認
定
証
�
�
発
行

　

秩
父
市
教
育
委
員
会
が
、
推
薦
書
の

内
容
を
精
査
し
、「
秩
父
大
好
き
ち
ち

ぶ
っ
子
」
に
ふ
さ
わ
し
い
と
認
め
た
場

合
は
、
小
・
中
学
校
長
を
通
し
て
認
定

証
を
授
与
し
ま
す
。

　
「
認
定
証
」
は
個
別
の
分
野
・
領
域

ご
と
に
授
与
さ
れ
ま
す
の
で
、
一
人
の

子
ど
も
が
複
数
の
「
認
定
証
」
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
�
合
�
�　

教
育
研
究
所

　

☎
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・秩父札所の名前が全部言え、観光客
の案内ができる。
・秩父の山を20以上登った。
・家の近くの植物が100以上分かる。
・木の実の種類が50以上分かる。
・秩父の魚について20以上説明がで
きる。（野鳥･岩石･きのこ等も同じ）
・秩父の文化財について20以上説明
ができる。(祭り･遺跡等も同じ)
・秩父の川が50以上分かり、説明が
できる。(地名･農産物等も同じ）
・郷土芸能(太鼓､歌舞伎､神楽等)の伝
承に定期的に取り組んでいる。
・動物の飼育や植物の栽培に熱心に取
り組み、周囲から認められている。
・ボランティア活動に定期的に参加し、
地域に貢献している。
・スポーツの大会や各種展覧会で何回
も入賞している。
・いつも元気に誰にでもあいさつがで
き、人との温かい交流ができる。
・秩父の各種施設を30以上訪問した。
・秩父の歴史について説明ができる。
・秩父の偉人について10以上説明が
できる。
・秩父の民話を20以上話せる。
・秩父に関する本を30冊以上読んで
いる。

秩父大好きちちぶっ子の具体像(例)



みんなで追放 危険な習慣・飲酒運転　飲酒運転追放の輪をみんなの手で…

日 月 火 水 木 金 土
12/10

11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31
1/1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14

平日夜間窓口 日曜日窓口 休日窓口

12月22日
１月12日 12月25日 12月25日を除く土・日・祝

17時15分
～19時15分

（※）８時30分
～17時15分

（※）８時30分～
17時15分

市民課、保険年金課、
こども課、収納課

総合窓口
（市役所1階正面玄関左）

①戸籍の届書の預かり
② 戸籍、住民票の写し、印鑑登
録・証明、所得課税証明など
税証明の発行
③転入、転出届等の事務
④納税と納税相談の受付

……などの業務

①戸籍の届書の預かり
② 住民票の写し、印鑑
証明や所得課税証明
など税証明の発行
③市への納入金預かり
④死亡届に関する業務
※ 上記の業務以外は行
いません。

舎庁本の月12 1・

※ 日曜日窓口・休日窓口の正午～午後２時は、大変混雑しま

す。手続きに時間がかかる場合がありますので、あらかじ

めご了承ください。なお、他の時間帯は、円滑に発行・対

応できますので、ご協力をお願いします。

❹

　

年
の
瀬
も
い
よ
い
よ
押
し
せ
ま
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
時
期
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
関
係
の
深
い
市
の
窓
口
業
務
は
、

毎
年
大
変
混
雑
し
ま
す
。
手
続
き
は
、

早
め
に
済
ま
せ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
役
所
、
各
総
合
支
所
、
各
出
張
所

お
よ
び
出
先
機
関
等
は
、
12
月
29
日
㈭

か
ら
翌
年
１
月
３
日
㈫
ま
で
の
６
日
間

休
業
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
期
間
の
本

庁
舎
休
日
窓
口
は
「
夜
間
・
日
曜
・
休

日
窓
口
開
設
」
の
欄
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
水
道
部
で
は
、
休
業
期
間
中
の

水
道
の
使
用
申
込
み
お
よ
び
使
用
中
止

届
の
受
付
を
行
い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

主
な
出
先
機
関
等
の
休
業
期
間
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
。

年末年始の市役所等の業務についてお知らせします

施　設　名 休業期間

大滝老人福祉センター 12月28日㈬～
１月４日㈬

まつり会館
秩父札所　巡礼のやかた

12月29日㈭～
１月１日㈰

中村・宮地児童館
市立病院（１月２日㈪は救急当番医）
大滝国民健康保険診療所（歯科は１月４日
㈬まで休業）
福祉女性会館
ふれあいセンター
下郷・影森・高篠福祉交流センター
いきがいセンター
高齢者憩いの家
老人福祉センター　渓流荘
秩父・荒川勤労者福祉センター
秩父宮記念市民会館
クラブハウス２１
歴史文化伝承館・各公民館・勤労青少年ホーム
ちちぶ銘仙館
武甲山資料館
浦山・吉田・大滝・荒川歴史民俗資料館
吉田石間交流学習館
文化体育センター・スポーツ健康センター・
各体育施設
温水プール

12月29日㈭～
１月３日㈫

　

年
末
は
く
み
取
り
の
請
求
が
混
み
合

い
、
ご
要
望
に
応
じ
き
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
12
月
20
日
㈫
�
�
�

各
地
区
収
集
担
当
業
者
�
�
申
�
込
�

�
�
�
�
�

　

な
お
、
年
内
の
収
集
作
業
は
12
月
28

日
㈬
正
午
ま
で
行
い
、
年
始
は
１
月
４

日
㈬
か
ら
受
付
業
務
を
、
１
月
５
日
㈭

か
ら
収
集
作
業
を
開
始
し
ま
す
。

問
�
合
�
�　

生
活
衛
生
課

　

☎
25―

５
２
０
２
（
直
通
）

各
総
合
支
所
市
民
支
援
課

　

吉
田
☎
72―

６
０
８
１
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55―

０
８
６
３
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54―

２
３
９
５
（
直
通
）

主な出先機関等の休業期間

年
末
年
始
の

　

し
尿
く
み
取
り

　
　

 　

に
つ
い
て

年末年始のごみの収集・斎場業務
　平成17年の年末年始における業務は、下記のと
おりとなります。皆さんのご協力をお願いします。

業務区分 年　　末 年　　始

ごみ収集業務
12月30日㈮収集
予定地区まで通
常どおり収集

１月４日㈬収集
予定地区から通
常どおり収集

ごみの持込み

12月30日㈮まで
※12月24日㈯休業
　　　25日㈰休業

１月４日㈬から

持込み受付時間
午前９時から正午まで
午後１時から４時まで

火 葬 業 務 12月31日㈯まで １月３日㈫から

通 夜 施 設 12月30日㈮の
利用まで

１月３日㈫の
利用から

霊 柩 車 業 務 12月31日㈯まで １月４日㈬から

問い合わせ 秩父広域市町村圏組合業務課 ☎23－2489
 可燃ごみ（秩父クリーンセンター） ☎24－8050
 不燃ごみ（秩父環境衛生センター） ☎23－8921
　　　　火　　葬（秩父斎場） ☎23－1678



　この市報がお手元に届くころには、秩父夜祭
も終わりクリスマスが近づくころかと思います。
今年打ち上げられた花火は約１万発で、中でも
尺玉の打ち上げには「花火の名匠」として全国
的に名高い28人の花火師により夜空での競演
が展開されましたが、たぶん市民の皆様にも十
分堪能いただけたことかと思います。さらに、
本年は例年にない多数の要人の方々が祭りにお
越しいただきましたが、祭りの結ぶ縁を大切に
し、今後の秩父市の発展にお力添えいただける
よう心してまいりたいと思っています。
　さて、いよいよ本年も本格的な冬に入り落ち
葉の季節となりました。この時期、昔は落ち葉
焚きをして楽しむなど、冬の風物詩としてあち
らこちらで白い煙がたなびいていました。最近
では、ダイオキシンの発生や地球温暖化等環境
問題が心配されることから、当市においても野
外焼却に関する投書がたくさん寄せられるよう
になりました。「近所でごみを燃やす人がいる。
洗濯物に臭いや灰がついて困っている。」等々
の苦情が後をたちません。野外焼却については、
焼却時に人体に有害なダイオキシン類等の発生
の恐れがあり、市民の健康や周辺生活環境への
悪影響を未然に防止するために、「埼玉県生活
環境保全条例」と「秩父市環境保全条例」によっ
て厳しく取り締まることになっております。野
焼きの投書をされる方々のお困りの様子は十分
拝察できるのですが、住所、氏名、そして野焼
きの行われている場所を知ることができず、対
応に苦慮しております。特に冬の季節は、野外
焼却の防止のために環境パトロールを強化する
こととしておりますので、より良き環境保全の
ために市民の皆様のご協力をお願いいたします。
　今年もあとわずかになりました。本年の４月
１日には、１市１町２村が合併し新生秩父丸が
市民の期待を担い洋々と出航しましたが、皆様
のあたたかいご支援ご協力により順調に航海を
続けることができました。市民の皆様方に心か
ら感謝いたしますとともに、夢多き新たな年に
向けて一層の努力をしてまいります。どうぞよ
り良いお年をお迎えください。

受�

賞

埼
玉
農
林
業
賞

❺

　

秩
父
市
荒
川
ふ
る
さ
と
の
味
伝
承
士

（
新
井
ノ
リ
子
代
表
ほ
か
５
名
）
は
、

11
月
５
日
、
地
域
農
林
業
の
振
興
に
貢

献
し
た
功
績
に
対
し
、
埼
玉
県
知
事
か

ら
埼
玉
農
林
業
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

伝
承
士
の
み
な
さ
ん
は
、
平
成
７
、

８
年
度
に
県
か
ら
認
定
さ
れ
、
次
代
に

継
承
す
べ
き
伝
統
的
食
生
活
技
術
の
伝

承
活
動
と
し
て
伝
承
講
習
会
、
小
学
生

対
象
の
そ
ば

打
ち
体
験
、

ま
た
伝
承
料

理
を
ア
レ
ン

ジ
し
た
料
理

の
研
究
な
ど
、

地
域
に
密
着

し
た
食
に
つ

い
て
の
事
業

を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。

　

今
後
も
講

横田よ志子さん石井頼子さん

新井ノリ子さん 井上和子さん

澤井ミチ子さん 山中富子さん

習
会
な
ど
の
伝
承
活
動
を
展
開
し
、
そ

の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。　

埼
玉
県

で
は
、
11

月
14
日
の

「
県
民
の

日
」
を
記

念
し
て
、

「
埼
玉
県

の
自
慢
で
き
る
こ
と
」
な
ど
を
テ
ー
マ

に
し
た
作
文
を
毎
年
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
の
県
民
の
日
記
念
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
、
大
滝
中
学
校
３
年

千
島　

旺あ
き
ら

さ
ん
の
「
自
然
と
共
に
暮
ら

す
」
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

11
月
14
日
、
埼
玉
会
館
大
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
た
表
彰
式
で
は
、
代
表
で
作
文

を
朗
読
し
、
上
田
知
事
か
ら
直
接
賞
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
滝
中
学
校
は
、
最
優
秀
賞
を
３
年

連
続
で
受
賞
し
て
い
ま
す
。

県
民
�
日
記
念

作
文
�
�
�
�
�

最
優
秀
賞

　次の方々から、社会福祉のために
寄附をいただきました。温かな善意
に感謝し、ご紹介します。

（平成17年10月）

▼5日、幽芳窯　第15回女たちの陶
芸展(栗原美幸代表)から3万円 ▼20
日、金子新造さん(中村町)から介助
用電動車イス１台他

ご寄附ありがとうございました



(

仮
称)

秩
父
保
育
園
��
�
�
�

入
園
申
込
�
�
受
�
付
�
�
�

　

秩
父
幼
稚
園
に
（
仮
称
）
秩
父
保
育

園
が
併
設
さ
れ
、
平
成
18
年
4
月
１
日

に
開
園
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
保
育
園
の
入
園
申

込
み
を
受
け
付
け
ま
す
の
で
、
ご
希
望

の
方
は
左
記
受
付
場
所
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。

申
込
用
紙
�
配
布
�
受
付
期
間　

　

12
月
28
日
㈬
ま
で

受
付
時
間　

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※ 

こ
ど
も
課
の
み
、
12
月
22
日
㈭
は
午

後
７
時
15
分
ま
で

受
付
場
所　

こ
ど
も
課
、
各
総
合
支
所
健

康
福
祉
課

�
仮
称
�
秩
父
保
育
園
�
東
町
26―

�
�

連
絡
先　


22―

１
３
８
５
（
秩
父
幼

稚
園
）

対
象
年
齢　

生
後
57
日
か
ら
２
歳
児

保
育
時
間　

午
前
７
時
30
分
〜
午
後
６
時

30
分（
土
曜
日
は
午
後
０
時
30
分
ま
で
）

問
�
合
�
�

　

こ
ど
も
課

　


22―

２
２
１
１

　

内
線
１
１
８
１
・
１
１
８
２

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

吉
田

72―

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝

55―

０
８
６
５
（
直
通
）

　

荒
川

54―

２
１
１
６
（
直
通
）

秩父市

  自治会連合会

 が結成

　　　されました

　

新
市
発
足
後
も
、
旧
市
町
村
単
位
で

活
動
し
て
い
る
各
自
治
会
協
議
会
等
で

は
、
10
月
20
日
に
秩
父
市
自
治
会
連
合

会
を
結
成
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
後
と
も
各
自
治
会
協
議
会

等
は
存
続
し
た
う
え
、
同
連
合
会
と
し

て
は
、
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
、
統
一
的
な
観
点
に
立
ち
事

業
を
展
開
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

問
�
合
�
�　

総
務
課

　


22―

２
２
５
１
（
直
通
）

自
主
防
災
�

防
犯
組
織
�
�
�

防
犯
�
�
�
�
�
�

実
施
�
�
�
�
�

　

現
在
秩
父
市
で
は
、
ま
ち
ぐ
る
み
で

の
防
災
・
防
犯
活
動
を
促
進
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
た
び
熊
木
町
会
は
、
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
班
「
ス
リ
ー
ベ
ア
ー
ズ
」
を
結

成
し
、
10
月
15
日
か
ら
月
１
回
第
３
土

曜
日
に
熊
木
町
内
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

10
月
14
日
、
熊
木
町
会
長
を
は
じ
め

町
会
役
員
の
方
々
が
パ
ト
ロ
ー
ル
開
始

の
報
告
に
栗
原
市
長
を
訪
れ
、
市
長
と

防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

問
�
合
�
�　

危
機
管
理
課

　


22―

２
２
０
６
（
直
通
）

合併 秩父市誕生記念
第21回市民音楽祭を
盛大に開催しました

　11月３日文化の日、市民会館において、
第21回市民音楽祭が開催されました。
　この催しは、市内の音楽愛好者や、小・中・
高等学校の音楽部が、日ごろの練習の成果
を披露するとともに、互いの交流を深める
ため開催されています。
　第１部（合奏の部）は、ハンドベルの美
しい響きで始まり、小・中・高校生による吹
奏楽や筝曲（琴）の多彩な演奏で盛り上が
りました。
　続いて行われたゲストコンサートには、
当市出身のピアニスト髙橋　望さんをお迎
えしました。卓越した演奏による美しい音
色に会場内が酔いしれました。
　第２部（合唱の部）では、参加団体によ
る練習を積み重ねた合唱に加えて、複数の
小学校による合同演奏も組み込まれ、最終
の全体合唱では、ステージと会場が一体と
なり、合併秩父市誕生記念にふさわしい音
楽祭となりました。

❻

パトロール開始の報告に
訪れた熊木町会役員の皆さん



石
綿
�
�
�
�
�
�
業
務
�

�������

従
事
�
�
�
�
労
働
者
�
方
�

〜
労
災
補
償
制
度
等
の
ご
案
内
〜

　

石
綿
に
さ
ら
さ
れ
る
業
務
に
従
事
し

て
い
た
労
働
者
の
方
に
つ
い
て
は
、
将

来
、
原
発
性
肺
が
ん
、
中
皮
腫
等
の
健

康
被
害
が
生
じ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
中
皮
腫
に
つ
い
て
は
石
綿
と
の

因
果
関
係
が
強
く
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
原
発
性
肺
が
ん
お
よ
び
中
皮

腫
と
も
石
綿
に
さ
ら
さ
れ
て
か
ら
発
症

ま
で
の
期
間
が
非
常
に
長
く
、
原
発
性

肺
が
ん
で
15
〜
40
年
、
中
皮
腫
で
20
〜

50
年
と
の
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

�
�
石
綿
�
�
�
�
�
�
危
険
�
�
�

作
業

　

次
の
作
業
に
従
事
し
て
い
た
場
合
に

は
、
石
綿
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

① 

石
綿
製
品
の
製
造
工
程
に
お
け
る
作

業
②
耐
火
建
築
物
に
係
る
鉄
骨
等
へ
の
吹

　

付
け
作
業

③
断
熱
も
し
く
は
保
温
の
た
め
の
被
覆

　

ま
た
は
そ
の
補
修
作
業

④ 

ス
レ
ー
ト
板
等
難
燃
性
の
建
築
材
料

の
切
断
等
の
加
工
作
業
（
耐
火
建
築

物
内
の
電
気
配
線
工
事
、
配
管
工
事

を
含
む
）

⑤
建
築
物
の
補
修
ま
た
は
解
体
作
業

⑥
鉄
鋼
製
の
船
舶
ま
た
は
車
両
の
補
修

　

ま
た
は
解
体
作
業

⑦ 

タ
ル
ク
、
バ
ー
ミ
キ
ュ
ラ
イ
ト
お
よ

び
繊
維
状
ブ
ル
サ
イ
ト
等
の
取
扱
い

の
作
業

⑧ 

倉
庫
内
等
に
お
け
る
石
綿
原
料
・
製

品
の
袋
詰
め
ま
た
は
運
搬
作
業

⑨ 

石
綿
鉱
山
ま
た
は
そ
の
附
属
施
設
に

お
い
て
行
う
石
綿
を
含
有
す
る
鉱
石

ま
た
は
岩
石
の
採
掘
、
搬
出
ま
た
は

粉
砕
そ
の
他
石
綿
の
精
製
に
関
連
す

る
作
業

⑩
①
〜
⑨
の
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
場

　

所
に
お
け
る
作
業

�
�
石
綿
�
�
�
健
康
障
�
�
�
�
�
�

　

石
綿
と
の
関
連
が
明
ら
か
な
疾
病
と

し
て
は
、次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

中
皮
腫
（
胸
膜
、
腹
膜
、
心
膜
ま
た
は

精
巣
鞘
膜
に
生
じ
た
中
皮
腫
）

原
発
性
肺
が
ん

そ
の
他
（
石
綿
肺
、
良
性
石
綿
胸
水
、

び
ま
ん
性
胸
膜
肥
厚
）

�
�
石
綿
�
�
�
疾
病
�
症
状

　

石
綿
に
さ
ら
さ
れ
る
危
険
の
あ
る
作

業
に
従
事
し
た
方
で
次
の
よ
う
な
症
状

が
出
て
き
た
と
き
は
、
最
寄
の
医
療
機

関
に
相
談
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

・
息
切
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た
。

・
せ
き
や
た
ん
が
増
え
た
、
た
ん
の
色

が
変
わ
っ
た
。

・
た
ん
に
血
液
が
混
じ
っ
た
。

・
顔
色
が
悪
い
。
爪
の
色
が
紫
色
に
見

え
る
。

・
顔
が
は
れ
ぼ
っ
た
い
。
手
足
が
む
く

む
。
体
重
が
急
に
増
え
た
。

・
は
げ
し
い
動
悸
が
す
る
。

・
か
ぜ
が
な
か
な
か
治
ら
な
い
。

・
微
熱
が
続
く
。

・
高
熱
が
出
る
。

・
寝
床
に
横
に
な
る
と
息
が
苦
し
い
。

・
食
欲
が
な
く
な
っ
た
。
急
に
や
せ
た
。

・
や
た
ら
に
眠
い
。

�
�
労
災
補
償
制
度
�
�
�
�

　

中
皮
腫
や
原
発
性
肺
が
ん
等
を
発
症

し
て
お
り
、
そ
れ
が
業
務
に
よ
り
石
綿

に
さ
ら
さ
れ
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る
と

認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
次
の
よ
う
な

補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
疾
病
の
治
療
に
必
要
な
補
償

・
賃
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
の
補
償

・
死
亡
し
た
場
合
に
は
遺
族
に
対
す
る

補
償

　

中
皮
腫
ま
た
は
原
発
性
肺
が
ん
は
、

次
の
①
ま
た
は
②
に
該
当
す
る
場
合
、

労
災
補
償
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

① 

明
ら
か
な
石
綿
肺
所
見
が
認
め
ら
れ
、

か
つ
、
石
綿
に
さ
ら
さ
れ
る
作
業
に

従
事
し
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合
（
期

間
の
長
短
は
問
い
ま
せ
ん
）

② 

胸
膜
プ
ラ
ー
ク
（
胸
膜
肥
厚
斑
）
ま

た
は
石
綿
小
体
等
の
存
在
が
認
め
ら

れ
、
か
つ
、
石
綿
に
さ
ら
さ
れ
る
作

業
に
、

・
中
皮
腫
の
場
合
お
お
む
ね
１
年
以
上

・
原
発
性
肺
が
ん
の
場
合
お
お
む
ね
10

年
以
上
従
事
し
た
と
認
め
ら
れ
る
場
合

問
�
合
�
�

　

埼
玉
労
働
局
労
災
補
償
課

　


０
４
８―

６
０
０―

６
２
０
７　

「防災サミット」が開催されました

　11月１日、東京都豊島区公会堂にて「防災サ
ミット」が開催され、東京都豊島区が災害時に
おける相互応援協定を締結している全国12の自
治体の首長が防災協定の意義などを意見交換し
ました。
　当日は、栗原市長が出席し、12自治体を代表
して共同宣言を行いました。
　秩父市は、平成７年から豊島区と防災協定を
締結しており、災害時における応急・復旧対策
を相互に行うこととしています。
問い合わせ　危機管理課
　　　　２２－２２０６（直通）

❼



�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

減
�
�
�
�
�

　

県
内
で
発
生
し
た
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の

う
ち
約
７
割
は
、
わ
た
し
た
ち
の
家
庭

か
ら
出
た
ご
み
や
産
業
廃
棄
物
の
焼
却

に
よ
る
も
の
で
す
。

� 

家
庭
�
�
�
�
燃
�
�
�
�
�
�
�

�
�

　

家
庭
用
の
ご
み
焼
却
炉
や
事
業
所
の

小
型
焼
却
炉
の
ほ
と
ん
ど
は
、
燃
焼
温

度
が
十
分
に
上
が
ら
な
い
な
ど
、
不
完

全
燃
焼
を
起
こ
し
や
す
い
た
め
、
ダ
イ

オ
キ
シ
ン
を
多
く
発
生
さ
せ
て
し
ま
い

ま
す
。

　

家
庭
で
の
焼
却
も
規
制
対
象
に
な
り

ま
す
。
基
準
に
合
っ
た
焼
却
炉
以
外
は

使
用
で
き
ま
せ
ん
。
庭
先
な
ど
で
焼
却

炉
を
使
わ
ず
に
ご
み
を
燃
や
し
た
り
、

ド
ラ
ム
缶
な
ど
を
使
っ
て
焼
却
す
る
こ

と
も
で
き
ま
せ
ん
。

�
�
�
�
減
�
�
工
夫
�
�
�
�
�
�

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
減
ら
す
た
め
に
は
、

ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
何
よ
り
も
効
果

的
で
す
。

　
「
必
要
な
も
の
だ
け
を
買
う
」、「
使

い
捨
て
商
品
は
買
わ
な
い
」、「
長
く
大

切
に
も
の
を
使
う
」、「
過
剰
包
装
は
控

え
る
」、「
レ
ジ
袋
は
も
ら
わ
な
い
」
な

ど
、
ご
み
を
作
ら
な
い
よ
う
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
ご
み
を
分
別
し
リ

サ
イ
ク
ル
を
徹
底
す
る
な
ど
、
わ
た
し

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
毎
日
の
生
活
を

見
直
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
会
の
ル
ー

ル
に
従
っ
て
ご
み
回
収
日
に
出
し
ま

し
ょ
う
。

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
減
ら
す
た
め
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　

昨
年
度
ま
で
は
ブ
ロ
ッ
ク
積
焼
却
炉

の
み
を
無
料
回
収
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
17
年
度
か
ら
、
家
庭
用
の
簡
易
的

な
金
属
製
焼
却
炉
も
回
収
し
ま
す
。

対
象
�
�
�
焼
却
炉

・ 

ブ
ロ
ッ
ク
積
簡
易
焼
却
炉

・ 

金
属
製
簡
易
焼
却
炉

回
収
条
件　

所
有
者
に
お
い
て
、
焼
却
炉

を
分
解
し
、
２
ト
ン
車
が
進
入
で
き
る

場
所
ま
で
搬
出
す
る
こ
と
。

�
�
他　

申
込
者
に
は
、
後
日
、
回
収

日
程
等
を
連
絡
し
ま
す
。

問
�
合
�
�　

生
活
衛
生
課

　


25―
５
２
０
２
（
直
通
）

各
総
合
支
所
市
民
支
援
課

　

吉
田

72―
６
０
８
１
（
直
通
）

　

大
滝

55―

０
８
６
３
（
直
通
）

　

荒
川

54―

２
３
９
５
（
直
通
）

　

10
月
12
日
、
市
民
会
館
に
お
い
て
、

Ｃ
Ｍ
Ｐ
（
秩
父
市
危
機
管
理
推
進
員
）

任
命
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｃ
Ｍ
Ｐ
は
、
市
の
職
員
77
人
で
構
成

さ
れ
、
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定

や
、
各
課
の
危
機
管
理
の
推
進
役
と
し

て
活
動
す
る
こ
と
を
目
的
に
任
命
さ
れ

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
Ｃ
Ｍ
Ｐ
を
中
心
と
し
て
、

全
職
員
が
「
防
災
・
危
機
管
理
の
日
常

化
」
を
図
り
、
市
民
の
安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

担�

当　

危
機
管
理
課

　


22―

２
２
０
６
（
直
通
）

�

市
�
�
�
家
庭
用
簡
易
焼
却
炉

�
無
料
回
収
�
実
施
�
�
�
�
�

そ
の

他

26

％

ご
み
・
廃
棄
物
焼
却による 排出

74 ％

市町村等
ごみ焼却施設
2.7ｇ
17％

民間廃棄物
焼却施設
5.9ｇ
37％

小型焼却炉等
3.3ｇ
20％

平成15年度
ダイオキシン類

排出量
16ｇ

産業系
発生源
3.8ｇ
23％

g-TEQ
350

300

250

200

150

100

50

0

その他
3.0％

Ｈ９ Ｈ10 Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15

338ｇ

104.8

171.3

54.3

7.9 7.5 6.7 6.6 4.8 4.5

4.4

3.3

5.9

2.7

5.2
5.6
10.5

11.2
16.9
16.9

19.2

34.1

58.3

31.1

85.9

75.6

49.6

152.7

77.9

288ｇ

199ｇ

118ｇ

50ｇ
26ｇ 16ｇ

市町村等ごみ焼却施設
民間廃棄物焼却施設
小型焼却炉等
産業系発生源・その他

平成15年度ダイオキシン類排出量内訳

ダイオキシン類排出量の推移

ＣＭＰ
（危機管理推進員）

を任命しました

❽

栗原市長から一人ひとりに
任命書が手渡されました



家
庭
で
の
ゴ
ミ
燃
し

に
つ
い
て

�

家
�
中
�
煙
�
臭
�
�
充
満
�
�
寝

具
等
�
�
臭
�
�
染
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
気
分
�
悪
�
�
�
�
�
�
�
�

�
出
�
�
�
�
�
�
�
�
�
燃
�
�
禁

止
�
�
�
�
�
�
� 

�
匿
名
�

　

家
庭
に
お
い
て
適
正
な
焼
却
炉
を
用

い
ず
に
ご
み
を
焼
却
す
る
こ
と
は
、
原

則
禁
止
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
埼
玉
県
生
活
環
境
保
全
条
例

お
よ
び
秩
父
市
環
境
保
全
条
例
の
規
制

に
よ
る
も
の
で
、
市
内
全
域
で
合
併
前
、

合
併
後
に
お
い
て
も
規
制
内
容
は
変

わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

適
正
な
焼
却
炉
と
い
う
の
は
、
空
気

取
入
口
お
よ
び
煙
突
の
先
端
以
外
に
焼

却
設
備
内
と
外
気
が
接
す
る
こ
と
な
く

廃
棄
物
な
ど
を
焼
却
す
る
こ
と
が
で
き
、

か
つ
燃
焼
に
必
要
な
空
気
量
の
通
風
が

行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
満
た
し

た
も
の
で
、
さ
ら
に
「
８
０
０
度
以
上

の
高
温
で
焼
却
す
る
こ
と
」、「
温
度
測

定
装
置
を
設
置
す
る
こ
と
」
な
ど
の
規

制
に
あ
っ
た
も
の
を
い
い
ま
す
。

　

な
お
、
災
害
復
旧
や
農
業
、
林
業
、

風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
の

た
め
の
焼
却
等
公
益
上
も
し
く
は
社
会

「
何
で
も
投
書
箱
」へ
の

投
書
か
ら

「
何
で
も
投
書
箱
」へ
の

投
書
か
ら

慣
習
上
や
む
を
得
な
い
焼
却
、
ま
た
は
、

た
き
火
、
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む
う

え
で
通
常
行
わ
れ
て
い
る
焼
却
等
周
辺

環
境
に
与
え
る
影
響
が
軽
い
焼
却
は
、

例
外
扱
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
し
、
規
制
対
象
外
の
焼
却
で

あ
っ
て
も
苦
情
の
発
生
す
る
よ
う
な
焼

却
は
好
ま
し
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
市

と
し
ま
し
て
は
「
ご
み
の
焼
却
禁
止
」

に
つ
い
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ

す
る
た
め
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、
市
報
で
の
呼
び
か
け

も
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
の
合
併
を
契
機
に
こ
れ

ま
で
実
施
し
て
い
ま
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
積

簡
易
焼
却
炉
の
無
料
回
収
に
金
属
製
の

焼
却
炉
も
回
収
す
る
こ
と
と
し
、
広
く

ご
み
の
焼
却
の
禁
止
を
呼
び
か
け
る
な

ど
、
市
と
し
て
も
厳
し
く
取
締
っ
て
い

き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

�
�
投
書
�
�
問
�
合
�
�

　

生
活
衛
生
課

　


25―

５
２
０
２
（
直
通
）

投
書
箱
担
当　

秘
書
課

　


22―

２
２
０
１
（
直
通
）

※ 

匿
名
投
書
は
、
適
切
な
対
応
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、

お
名
前
・
ご
住
所
・
連
絡
先
を
ご
記

入
く
だ
さ
い
。

❾

「日本消防設備安全センターのリーフレットより抜粋」

消防法および市町村条例により、全ての住宅に
　火災報知器等の設置が義務づけられます。

●新築住宅

　平成18年６月１日から施行されます。
●既存住宅

　秩父広域市町村圏組合火災条例予防
　条例で施行されます。
問い合わせ　秩父消防本部予防課
　　　　　　☎21－0121

※設置場所は寝室、階段（２階に寝室がある場合）です。
※訪問販売等によるトラブルには十分注意をしてください。
※消防署からの訪問販売はありません。



　

水
道
管
は
寒
〜
い
の
が
キ
ラ
イ
！

　
　

も
う
お
済
み
で
す
か
？
水
道
管
の
冬
じ
た
く

　

寒
さ
が
一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
き

ま
し
た
。
冬
は
、
水
道
管
が
一
番
苦
手

な
季
節
で
す
。

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
℃
以
下
に
な
る

と
、
水
道
管
や
水
栓
（
蛇
口
）
の
水
が

凍
っ
て
破
裂
す
る
な
ど
の
凍
結
事
故
が

多
く
な
り
ま
す
。
ご
家
庭
内
の
水
道
管

や
水
栓
に
も
早
め
の
冬
じ
た
く
を
お
願

い
し
ま
す
。

水
道
管
の
凍
結
防
止
方
法

�
布
切
�
等
�
巻
�

　

水
道
管
や

水
栓
に
、
乾

い
た
布
や
毛

布
、
ま
た
は

専
用
の
保
温

材
を
巻
き
、
そ
の
上
を
濡
れ
な
い
よ
う

ビ
ニ
ー
ル
で
お
お
う
。

�
水
抜
�
�
�
�
�
取
�
付
�
�

　

立
ち
上
が
り
部
分
の
水
を
抜
い
て
し

ま
う
。（
取
り
付
け
の
際
は
、
秩
父
市

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。）

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の　

　
　
　
　

凍
結
防
止
方
法

�
布
切
�
等
�
包
�

　

布
や
毛
布
を
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
、

メ
ー
タ
ー
全
体
を
包
む
。

�
発
砲
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
の
空
箱
を
、
ボ
ッ

ク
ス
に
合
わ
せ
板
状
に
切
っ
て
お
お
う
。

　

な
お
、
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
を
細
か
く

切
っ
て
ボ
ッ
ク
ス
内
に
入
れ
て
あ
る
場

合
が
あ
り
ま
す
が
、
検
針
に
支
障
が
あ

り
ま
す
の
で
、
散
ら
ば
ら
な
い
よ
う
ビ

ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
て
か
ら
お
お
う
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

水
道
が
凍
っ
て

　
　
　
　

出
な
い
と
き
は
？

　

凍
っ
た
水
栓
や
水
道
管
に
、
タ
オ
ル

を
か
け
て
、
そ
の
上
か
ら
ゆ
っ
く
り
と

�
�
�
�
湯
�を
か
け
て
溶
か
し
ま
す
。

�
熱
湯
�は
、
絶
対

に
か
け
な
い
で
く

だ
さ
い
。
破
裂
や

ヒ
ビ
割
れ
の
原
因

と
な
り
ま
す
。

凍
結
に
よ
る
事
故
が

　
　
　
　
　
　

発
生
し
た
ら

　

も
し
も
、
凍
結
に
よ
る
事
故
が
発
生

し
た
ら
、
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ

ル
ブ
を
締
め
、

す
ぐ
に
秩
父
市

指
定
給
水
装
置

工
事
事
業
者
に

連
絡
し
修
理
し

て
く
だ
さ
い
。

　

私
た
ち
が
生
活
し
て
い
く
た
め
に
、

な
く
て
は
な
ら
な
い
水
。
水
道
管
が
、

い
っ
た
ん
破
裂
す
る
と
、
大
変
不
便
で

生
活
に
支
障
を
き
た
し
ま
す
。
ま
た
大

切
な
水
を
む
だ
に
す
る
ば
か
り
か
、
工

事
費
用
な
ど
経
済
的
に
も
大
き
な
負
担

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
冬
場
を
事
故
な
く
過
ご
せ
る
よ

う
、
水
道
施
設
を
大
切
に
正
し
く
管
理

し
ま
し
ょ
う
。

問
�
合
�
�　

水
道
部

25―

５
２
２
１

　

吉
田
事
務
所

72―

０
６
８
５

各
総
合
支
所
地
域
整
備
課

　

荒
川

54―

２
３
９
２

　

大
滝

55―

０
８
６
１

　最近、市内の休耕農地（放棄耕作地）、
裸地や河原などで、セイタカアワダチソ
ウやブタクサなど雑草の群落を多く見か
けます。

　特に、セ
イタカアワ
ダチソウは、
10月～11月
ごろになる
と、円すい
状の花序に
多数の小さ
な黄色い頭
花をつけま
す。そして、
１本のセイ

タカアワダチソウから、じつに、５万～
27万個もの種子ができます。その種子は、
大変軽く、冠毛を持っているため、風に
よって容易に飛ばされ、種子が飛ばされ
ていく様子は、まさに「泡立つ」ようで
す。そして、大量の種子が広範囲に拡が
り、在来植物の生態系にも悪影響を与え
ています。

　また、セイタカアワダチソウの発芽生
育には、温度変化は激しいが日のよく当
たる放棄耕作地、一年生の草が生える草
地や裸地が適しているようです。
　セイタカアワダチソウは、地下茎・果
実両面から増えるため、これを撲滅する
ことはなかなか容易なことではありません。
　しかし、雑草が病虫害の発生源になる
ことも考えられますので、草刈り・伐根
をするなど、皆さんの土地の善良な管理
をお願いします。
問い合わせ

　農業振興課２５－５２１０（直通）
　農業委員会２５－５２３１（直通）
　生活衛生課２５－５２０２（直通）

土地の所有(管理)者の皆さんへ

雑草の除去に

ご協力をお願いします！
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セイタカアワダチソウ

布切れや毛布を巻き
ビニールでおおいます

ビニール

布切れ

ぬ
る
ま
湯

熱　湯

バルブを締めます



平成17年10月分　公共工事の発注状況を公表します
市では、行政経営の透明性を高めるため、公共工事の発注状況を下表のとおり公表します。（税込・500万円以上）
（競争入札）

（随意契約）

契約日 完成
予定日 工　　事　　名 事業場所 予定価格

（税込/円）
契約金額
（税込/円）

契約率
（％） 契約業者 工事担当課

☎

13日 2月24日 幹線62･原谷187号線配水管布設替
工事 大野原地内 9,072,000 9,030,000 99.54 ㈱山口組 工務課

２５－５２２２

27日 2月28日 旅立ちの丘建設工事 秩父ミューズパー
ク内 29,925,000 29,284,500 97.86 ㈱乃村工藝社 観光振興課

２５－５２０９

契約日 完成
予定日 工　　事　　名 事業場所 予定価格

（税込/円）
契約金額
（税込/円）

落札率
（％） 契約業者 工事担当課

☎

13日 1月13日 下水道管渠築造工事8工区 大野原地内 6,300,000 6,142,500 97.50 ㈲北爪運輸建設 下水道課
２５－５２１８

20日 12月5日 文化体育センター吸収式冷温水発
生機整備工事 文化体育センター 6,594,000 6,300,000 95.54 ㈱ソーセツ 建築住宅課

２５－５２１４

20日 2月16日 尾田蒔６１･６２号線道路改築工事 寺尾地内 9,450,000 9,135,000 96.67 山武建設工業㈱ 道路課
２５－５２１３

20日 3月24日 森林管理道日向沢線開設工事 荒川贄川地内 9,471,000 7,948,500 83.92 荒川建設㈱ 荒川総合支所産業振興課
５４－２１１４

20日 3月24日 森林管理道大指線改良工事 荒川贄川地内 9,481,500 7,770,000 81.95 ㈲町田鉱業 荒川総合支所産業振興課
５４－２１１４

27日 2月10日 下水道管渠築造工事５工区 山田地内 6,930,000 6,720,000 96.97 ㈲北爪運輸建設 下水道課
２５－５２１８

27日 2月23日 総合支所庁舎駐車場整備工事 荒川総合支所 11,550,000 10,290,000 89.09 ㈱斎藤組 荒川総合支所総務課
５４－２１１１

27日 2月23日 新堀改修工事 寺尾地内 10,185,000 9,765,000 95.88 ㈲内山土木 ダム河川課
２２－２４９６

27日 2月23日 栃ノ木沢改修工事 久那地内 9,765,000 9,555,000 97.85 新友建設興業㈲ ダム河川課
２２－２４９６

27日 2月23日 下吉田164号線道路改築工事 下吉田地内 8,085,000 7,875,000 97.40 ㈱吉田総合建設 吉田総合支所地域整備課
７２－６０８４

27日 2月23日 吉田幹線106号線道路改築工事 下吉田地内 7,392,000 7,224,000 97.73 ㈲なかの建設 吉田総合支所地域整備課
７２－６０８４

27日 3月24日 農業集落排水統合補助事業処理
施設（場内整備）工事 久那地内 18,585,000 18,165,000 97.74 ㈱ダイショウ 農業振興課

２５－５２１０

　

夢
は
�
億
円
、
お
買
い
物
を
し
て
年

末
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
を
当
て
よ
う

セ
ー
ル
期
間
12
月
17
日
㈯
〜
30
日
㈮

�
�
�
�

●
「
釘
（
く
ぎ
）
は
や
撃
ち
マ
ッ
ク
」

●
一
足
早
く
お
年
玉

　
「
ホ
ー
ル
イ
ン
戌
（
ワ
ン
）
ゲ
ー
ム
」

　

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
は
１
（
ワ
ン
）

コ
イ
ン
【
和
同
開
珎
コ
イ
ン
】
を
差
し

上
げ
ま
す
。

●
秩
父
一
シ
リ
ー
ズ

「
カ
ー
ル
お
じ
さ
ん
と
遊
ぼ
う
！
」

　
　

入
賞
者
に
は
、

　
　
　
　

認
定
証
が
授
与
さ
れ
る
よ
！

●
特
別
福
引
大
会

　

市
報
の
こ
の
ペ
ー
ジ
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。
第
２
１
８
回
ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

の
福
引
き
大
会
に
参
加
で
き
ま
す
。

��

�　

12
月
17
日
㈯
午
後
７
時
〜

�
�
�　

き
の
じ
や
向
い　

福
引
会
場

※
お
１
人
様
１
回
限
り

※
先
着
１
，
０
０
０
名
様
限
り

ま
つ
り
カ
ー
ド
７
周
年
特
別
企
画

早
春
の
鎌
倉
を
訪
ね
る
旅

宿
泊
地　

三
浦
マ
ホ
ロ
バ
温
泉

実
施
月　

平
成
18
年
2
月

先　

着　

35
名
様　

御
優
待

※ 

詳
細
は
、
ま
つ
り
カ
ー
ド
加
盟
店
へ

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

東
町
商
店
街
協
同
組
合

　
　

ま
つ
り
カ
ー
ド
会

　
　
　

事
務
局
早
川
時
計
店

　
　
　
　


22―

０
８
１
２

散
策
サ
イ
ン

開
運
案
内
板
「
ど
こ
い
く
べ
ぇ
」

　
　
　

第
２
回
写
真
コ
ン
ク
ー
ル

　

街
中
の
サ
イ
ン
を
巡
り
「
四
季
の
秩

父
の
彩
り
」
を
あ
な
た
の
カ
メ
ラ
ア
ン

グ
ル
に
お
さ
め
て
見
て
く
だ
さ
い
。

　

県
知
事
賞
・
５
万
円
（
秩
父
市
共
通

商
品
券
）
を
は
じ
め
多
く
の
賞
・
賞
品

を
ご
用
意
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間

　

12
月
12
日
㈪
〜

　
　
　

平
成
18
年
１
月
31
日
㈫

※
撮
影
時
に
は
交
通
事
故
等
に

　
　
　

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
Ｔ
Ｍ
Ｏ
事
務
局

（

22―

４
４
１
１
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

http://w
w
w
.chichibu-cci.or.jp/

�
�
�
�
�
�
�
�

東�
町

問い合わせ　工事の内容について…工事担当課、契約関係…契約課　☎２５－５２１６（直通）
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済
あ
そ
び
に
お
い
で
よ

第
２
１
８
回
み
や
の
か
わ

ナ
イ
ト
バ
ザ
ー
ル

12
月
17
日
㈯
午
後
７
時
�

 

み
や
の
か
わ

　

チ
ャ
ン
ス
カ
ー
ド
セ
ー
ル



市民文芸
吾
が
打
ち
し
ボ
ー
ル
は
ゲ
ー
ト
通
過
せ
り
八
十
路
す
ぎ
て
も
ま
だ
ま
だ
選
手
吉
田
石
間　

新
井
喜
久
次

「
い
い
で
す
ね
」
眼
医
者
の
言
い
し
一
言
で
帰
り
の
車
中
饒
舌
に
な
る

山　

田　

大
嶌　

映
子

遺
さ
れ
し
愛
読
書
繰
れ
ば
傍
線
の
引
か
れ
し
言
葉
亡
父
を
顕
わ
す

中
村
町　

安
部　

英
子

姉
逝
き
て
一
年
経
た
る
今
も
な
お
明
る
き
声
の
「
た
だ
い
ま
」
を
聞
く

中
村
町　

浅
見　

陽
子

亡は

母は

植
え
し
カ
ラ
ス
瓜
の
実
色
づ
き
て
今
年
も
秋
の
深
く
な
り
け
り

熊
木
町　

田
口
佳
寿
子

母
が
顕
ち
祖
母
も
妹
も
夢
の
中
目
ざ
め
て
一
人
吾
が
居
る
の
み

上
吉
田　

近
藤　

ユ
ミ

老
い
は
逝
き
廃
家
の
庭
の
さ
る
す
べ
り
花
こ
ぼ
し
つ
つ
夏
も
終
り
ぬ

上
吉
田　

加
藤
右
津
美

幼
子
の
眠
り
見
届
け
夜
の
庭
に
出
ず
れ
ば
淡
き
上
弦
の
月

下
吉
田　

小
林
み
ち
子

ゆ
る
や
か
に
鳶
舞
う
空
に
い
わ
し
雲
コ
ス
モ
ス
揺
れ
て
秋
は
闌
け
た
り

黒　

谷　

中
村　

美
代

ｉ
ｆ
と
い
う
言
葉
を
自
問
自
答
し
つ
過
ぎ
て
行
く
な
り
一
日
一
日
は

下
影
森　

畠
山　

時
子

�
評
�
干
す
稲
に
好
天
ば
か
り
は
望
め
な
い
が
、
や
っ
と
乾
き
始
め
た
喜
び
。
干
さ
れ
た
唐
が
ら
し
の
彩
ど
り
。
冬
を
迎
え

る
カ
マ
キ
リ
の
不
動
の
肢
体
。
秋
明
菊
の
穢よ

ご

れ
な
い
白
さ
。
そ
れ
ぞ
れ
把
握
が
適
確
に
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
て
10
月
30
日

の
「
文
化
祭
俳
句
大
会
」
は
盛
会
裡
に
開
催
で
き
ま
し
た
。
当
日
高
点
句
は
「
傾
け
る
山
の
日
宿
し
式
部
の
実　

荒
舩
梨
花
」

兼
題
高
点
句
は
「
大
花
野
声
と
ど
か
ね
ば
帽
子
振
る　

小
林
ひ
ろ
子
」
で
し
た
。

掛
稲
の
乾
き
そ
め
た
る
日
数
か
な

上
宮
地
町　

黒
澤　

敏
江

吊
さ
れ
て
赤
一
徹
の
唐
が
ら
し

下
影
森　

山
口
千
代
子

石

垣

に

枯

蟷と
う

螂ろ
う

の

縋

り

つ

き

中
宮
地
町　

荻
野
か
な
こ

葉
の
先
に
枯
蟷
螂
の
動
か
ざ
る

大
野
原　

清
水
千
恵
子

歌
碑
に
添
ふ
秋
明
菊
の
白
さ
か
な

野
坂
町　

新
井
き
み
子

間
引
き
菜
に
夕
餉
の
会
話
弾
み
け
り

久　

那　

福
島　

昭
子

新
蕎
麦
を
挽
い
て
山
家
の
土
産
か
な

近
戸
町　

内
田　

政
夫

Ｓ

Ｌ

に

軋き
し

む

線

路

や

初

紅

葉

荒
川
白
久　

高
橋　

貞
二

雑
木
紅
葉
ふ
る
里
お
伽と

ぎ

の
色
に
染
む

山　

田　

高
橋　

洋
子

待
ち
侘
び
た
雨
の
朝
や
萩
の
花

荒
川
上
田
野　

浅
見　

恒
子

�
評
�
今
月
は
57
首
も
の
投
稿
を
い
た
だ
き
、
秀
歌
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

新
井
さ
ん
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
歌
は
描
写
が
巧
み
で
結
句
の
「
選
手
」
が
大
変
効
い
て
い
る
と
思
い
ま
し
た
。
大
嶌
さ
ん

は
や
さ
し
い
無
駄
の
な
い
言
葉
で
情
景
を
表
し
ま
し
た
。
作
者
の
心
躍
り
ま
で
見
え
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
あ
っ
た
挽
歌
の
中
で
工
夫
し
、個
性
的
に
詠
ま
れ
た
５
首
を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。そ
れ
ぞ
れ
勝
れ
た
作
品
で
す
。

　

小
林
さ
ん
、
中
村
さ
ん
の
叙
景
歌
も
畠
山
さ
ん
の
述
思
の
歌
も
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

今月の応募作品
短歌　  57首
俳句　  93句

水遊びが大好きなんだ！
「わーい!!」

男の子じゃないよ！
女の子なんでちゅ

（近戸町） （下宮地町）

　

１
〜
１
歳
半
程
度
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
同
封
し
、
住
所
・

両
親
と
お
子
さ
ん
の
名
前
・
電
話
番
号
・
生
年
月
日
と
コ
メ
ン

ト
を
明
記
の
う
え
、
市
役
所
企
画
広
報
課
（
熊
木
町
８―

15
）

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　

抽
選
に
漏
れ
た
方
も
、
２
歳
に
な
る
月
ま
で
は
、
翌
月
の
抽

選
に
繰
り
入
れ
、
再
抽
選
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
る
「
市
報
ち
ち

ぶ
」
に
も
同
様
に
掲
載
し
ま
す
。

応
募
方
法

※短歌、俳句の応募は毎月末までに、市内熊木町８－15、秩父市役所企画広報課へ、　必ず官
製はがきでお送りください。（12月末締切り分→２月号に掲載）

　１通に２首または２句までで、１人１通のみとします。
　投稿の際、住所、氏名は、作品の左側に書いてください。

　なお、市のホームページで公開している「市報ちちぶ」にも同様に掲載します。

短　
　
　

歌 

新
井　

悦
子　

選　

俳　
　
　

句 

大
野
ひ
ろ
志　

選　

川　嵩
たか

宏
ひろ

 くん 横川　海
まりん

 ちゃん

12



【
問
い
合
わ
せ
】

秩
父
図
書
館

　

秩
父
市
上
町
３―

６―

27

　

☎
22―
０
９
４
３

荒
川
図
書
館

　

秩
父
市
荒
川
日
野
66―

２

　

☎
54―

１
０
３
４

秩
父
図
書
館
吉
田
分
館

　

秩
父
市
下
吉
田
６
５
６
９―

１

　

☎
77―

１
１
０
０

秩
父
図
書
館
大
滝
分
館

　

秩
父
市
大
滝
９
４
５

　

☎
55―

０
０
３
３

�
12
月
10
日
�
�
月
31
日
�
休
館
日

開
館
時
間

〈
秩
父
図
書
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

〈
荒
川
図
書
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
秩
父
図
書
館
吉
田
分
館
〉

　

火
曜
日
〜
日
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

〈
秩
父
図
書
館
大
滝
分
館
〉

　

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

10 土 大 21 水
11 日 大 22 木
12 月 秩・荒・吉 23 金 吉・大
13 火 24 土 大
14 水 25 日 大
15 木 26 月 秩・荒・吉
16 金 27 火
17 土 大 28 水
18 日 大 29 木 秩･荒･吉･大
19 月 秩・荒・吉 30 金 秩･荒･吉･大
20 火 31 土 秩･荒･吉･大

1 日 秩･荒･吉･大 17 火
2 月 秩･荒･吉･大 18 水
3 火 秩･荒･吉･大 19 木
4 水 20 金
5 木 21 土 大
6 金 22 日 大
7 土 大 23 月 秩・荒・吉
8 日 大 24 火
9 月 荒・吉・大 25 水
10 火 秩 26 木
11 水 27 金
12 木 28 土 大
13 金 29 日 大
14 土 大 30 月 秩・荒・吉
15 日 大 31 火 秩
16 月 秩・荒・吉

１月 12月

※秩…秩父図書館
　荒…荒川図書館
　吉…秩父図書館吉田分館
　大…秩父図書館大滝分館

が
で
き
ま
す
。
予
約
に
は
パ
ス
ワ
ー
ド

（
４
ケ
タ
）
が
必
要
で
す
。
パ
ス
ワ
ー

ド
の
登
録
に
は
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
と

身
分
証
明
書
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

新
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

https://library.city.chichibu.lg.jp

（
パ
ソ
コ
ン
用
）

https://library.city.chichibu.lg.jp/
i/ihom

e.htm
l

（
携
帯
電
話
用
）

  

詳
し
く
は
、
図
書
館
ま
で
。

�
貸
出
点
数
�
変
更
�
�
�
�

　

図
書
館
シ
ス
テ
ム
の
入
れ
替
え
に
伴

い
、
貸
出
点
数
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

図
書
�
雑
誌
�
紙
芝
居
�
�
�
�
�
�
�
�

10
点
ま
で

�
�　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
点
ま
で

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�　

３
点
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　

合
計
10
点
ま
で

※
合
計
点
数
は
市
内
の
全
図
書
館
で
の

　

貸
出
点
数
を
合
計
し
た
も
の
に
な
り

　

ま
す
。
な
お
、
貸
出
期
間
は
変
わ
り

　

ま
せ
ん
。

�
催
�
物
�
�
知
�
�

�
秩
父
図
書
館
�

�
�
�
�
�
会
（
入
場
は
無
料
で
す
）

　

12
月
10
・
24
日
、
１
月
14
・
28
日
の

土
曜
日
、
午
後
３
時
か
ら
（
約
40
分
）

　

４
歳
以
上
の
幼
児
、
低
学
年
児
童
向

け
の
昔
話
や
童
話
等
を
お
話
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
者
は
、
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー

横
に
お
並
び
く
だ
さ
い
。

�
冬
休
�
�
�
�
�
会

　

12
月
24
日
の
土
曜
日
、
冬
休
み
お
は

な
し
会
を
午
後
３
時
か
ら
行
い
ま
す
。

　

お
は
な
し
の
他
に
な
ぞ
な
ぞ
な
ど
、

�
図
書
館
�
�
�
�
統
合
�
伴
�

�

図
書
館
利
用
�
�
�
�
引
�
換
�

  
こ
の
た
び
、
秩
父
市
立
図
書
館
（
秩

父
図
書
館
・
荒
川
図
書
館
・
吉
田
分
館
・

大
滝
分
館
）
は
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
の

統
合
を
行
い
ま
し
た
。
  

こ
れ
に
伴
い
、
図
書
館
利
用
カ
ー
ド

は
、
今
ま
で
秩
父
図
書
館
で
ご
利
用
い

た
だ
い
て
い
た
カ
ー
ド
に
統
一
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
荒
川
図
書
館
・
吉
田

分
館
の
利
用
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、

カ
ー
ド
の
発
行
を
受
け
た
図
書
館
へ
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。
秩
父
市
立
図
書
館

の
カ
ー
ド
が
未
発
行
の
方
に
は
、
そ
の

場
で
お
引
き
換
え
し
ま
す
。

�
新
�
�
�
�
�
�
開
設
�
�
知
�
�

  

図
書
館
で
は
、
10
月
１
日
か
ら
新
し

く
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
は
図
書
館

の
蔵
書
検
索
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
貸

出
中
の
資
料
に
は
予
約
を
入
れ
る
こ
と

い
つ
も
と
少
し
ち
が
う
お
は
な
し
会
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

�
第
�
�
�
回
�
名
作
映
画
鑑
賞
会

題�

名　
『
第
九
交
響
楽
』

 （
１
９
３
６
年
、
ド
イ
ツ
、
98
分
）

監�

督　

デ
ト
レ
フ
・
ジ
ー
ル
ク

出�

演　

ヴ
ィ
リ
・
ビ
ル
ゲ
ル
、
ペ
ー

タ
ー
・
ボ
ッ
セ
、
リ
ル
・
ダ
ゴ
フ
ァ
ー

内�

容　

最
初
に
、
ベ
ル
リ
ン
国
立
歌

劇
場
管
弦
楽
団
の
演
奏
で
、
ベ
ー
ト
ー

ヴ
ェ
ン
の
「
第
九
交
響
楽
」
が
流
れ
ま

す
。
音
楽
フ
ァ
ン
必
見
の
画
面
で
す
。

　

映
画
は
、
高
名
な
音
楽
家
と
、
夫
の

音
楽
が
理
解
で
き
な
い
妻
、
そ
し
て
夫

を
異
境
の
地
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
亡
く
し
、

傷
心
の
う
ち
に
故
国
ド
イ
ツ
に
戻
っ
た

女
性
と
の
三
角
関
係
が
描
か
れ
ま
す
。

音
楽
と
映
画
が
合
体
し
た
メ
ロ
ド
ラ
マ

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◎
12
月
22
日
㈭
午
後
１
時
30
分
か
ら

◎
会
場
は
、
秩
父
図
書
館
２
階
で
す
。

◎
入
場
は
無
料
で
す
。

�
荒
川
図
書
館
�

�
�
�
�
�
�
�
�

  

12
月
13
日
、
１
月
10
日
の
火
曜
日
、

午
前
11
時
か
ら
（
約
30
分
）

  

幼
稚
園
や
保
育
園
に
入
る
前
の
お
子

さ
ん
と
保
護
者
の
方
を
対
象
と
し
た
や

さ
し
い
お
は
な
し
の
時
間
で
す
。

�
�
�
�
�
会

  

12
月
17
日
、
１
月
28
日
の
土
曜
日
、

午
後
２
時
か
ら
（
約
30
分
）

  

幼
児
か
ら
小
学
校
低
学
年
向
け
の
絵

本
や
紙
芝
居
、
昔
ば
な
し
な
ど
を
読
み

ま
す
。
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市
、
商
工
会
議
所
等
、
市
内
21
団
体

で
構
成
す
る
「
秩
父
市
高
速
大
容
量
通

信
網
整
備
促
進
協
議
会
（
会
長
：
栗
原

市
長
）」
で
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
光

フ
ァ
イ
バ
ー
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ

ー
ビ
ス
で
あ
る
「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」
の
誘

致
運
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

11
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
利
用
意
向
ア
ン
ケ
ー
ト
」

の
実
施
に
よ
り
、
9
月
15
日
ま
で
に
２
，

６
６
２
件
の
利
用
意
向
件
数
が
集
ま
り
、

こ
の
中
間
集
計
結
果
に
基
づ
き
Ｎ
Ｔ
Ｔ

東
日
本
に
対
し
「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」
の
早

期
サ
ー
ビ
ス
開
始
を
要
望
し
ま
し
た
。

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
こ
う
い
っ
た

運
動
が
県
内
唯
一
の
も
の
で
あ
り
、
秩

父
市
民
の
「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」
サ
ー
ビ
ス

開
始
に
対
す
る
期
待
が
大
き
い
こ
と
か

ら
、
サ
ー
ビ
ス
開
始
に
前
向
き
な
姿
勢

を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
利
用
意
向

件
数
に
近
い
数
の
「
仮
申
込
」
が
集
ま

れ
ば
、
ま
ず
旧
秩
父
市
地
区
ほ
ぼ
全
域

で
の
「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」
の
サ
ー
ビ
ス
を

段
階
的
に
開
始
す
る
旨
、
回
答
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
協
議
会
で
は
、「
Ｂ
フ
レ
ッ

ツ
」
の
仮
申
込
の
受
付
を
次
の
と
お
り

開
始
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
多
く
の

皆
さ
ん
に
仮
申
込
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

�
対
象

旧
秩
父
市
地
区
の
う
ち

�

�
�
�
秩
父
局
�
�
�

　
（
大
田
地
区
以
外：

市
内
局
番
21
〜
25
）

�

�
�
�
皆
野
局
�
�
�

　
（
大
田
地
区
：
市
内
局
番
62
・
63
）

に
お
住
ま
い
の
方
（
個
人
・
法
人
）

� 

目
標
件
数
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
換
算
�

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
秩
父
局
エ
リ
ア 

２
，０
０
０
件

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
皆
野
局
エ
リ
ア 

２
０
０
件

�
受
付
方
法

　

次
の
ペ
ー
ジ
の
裏
（
16
ペ
ー
ジ
）
が

「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
仮
申
込
書
」
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入
、
押

印
の
う
え
、
市
報
と
同
時
に
配
布
（
旧

秩
父
市
地
区
の
み
）
し
ま
し
た
料
金
受

取
人
払
の
返
送
用
封
筒
に
入
れ
て
、
切

手
を
貼
ら
ず
に
ポ
ス
ト
に
投
か
ん
し
て

く
だ
さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ（
24―

７
２
７
２
）、

ま
た
は
直
接
市
役
所
（
本
庁
舎
２
階
企

画
広
報
課
）
ま
で
ご
持
参
い
た
だ
い
て

も
結
構
で
す
。

�
受
付
期
間　

1
月
31
日
㈫
ま
で
に
届

く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

�
仮
申
込
後
�
流
�

１
．
仮
申
込
書
は
協
議
会
で
と
り
ま
と

め
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
提
出
し
ま
す
。

２
．
仮
申
込
件
数
が
一
定
数
に
達
し
た

ら
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
が
サ
ー
ビ
ス
提

供
を
正
式
に
決
定
し
ま
す
。

３
．
提
供
日
等
の
決
定
後
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
か
ら
仮
申
込
を
さ
れ
た
方
に
連

絡
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
改
め
て

確
認
し
、
正
式
な
申
込
の
手
続
き
を

し
て
い
た
だ
く
か
た
ち
と
な
り
ま
す
。

　

仮
申
込
件
数
が
多
く
集
ま
っ
た
地
区

ほ
ど
整
備
優
先
順
位
が
上
が
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」を
秩

父
に
誘
致
し
、
通
信
環
境
の
改
善
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
利
用
し
て
仮
申

込
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

吉
田
、
大
滝
、
荒
川
地
区
に
つ
き
ま

し
て
も
、デ
ジ
タ
ル
・
デ
ィ
バ
イ
ド
（
情

報
格
差
）
の
早
期
解
消
を
図
る
た
め
、

引
き
続
き
「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」
の
サ
ー
ビ

ス
開
始
を
働
き
か
け
て
い
き
ま
す
の
で
、

誘
致
運
動
へ
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

仮
申
込
書
�
�
�
�
�
補
足
事
項

・「
マ
ン
シ
ョ
ン
タ
イ
プ
」
の
導
入
に

あ
た
っ
て
は
共
用
設
備
の
設
置
が
必

要
と
な
る
た
め
、
管
理
組
合
、
オ
ー

ナ
ー
の
承
諾
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
際
の
折
衝
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

が
実
施
し
ま
す
。

・
仮
申
込
書
は
、
秩
父
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
仮
申
込
件
数
が
一
定
数
に
達
し
な
い

場
合
、
仮
申
込
書
が
無
効
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
願
い

ま
す
。
ま
た
、
仮
申
込
件
数
に
よ
り

一
部
地
域
の
み
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
際
、

地
域
に
よ
り
開
始
時
期
が
異
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
仮
申
込
書
」
に
記
載

い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
に
提
供
し
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
Ｂ

フ
レ
ッ
ツ
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
正
式
決
定

後
、
お
客
様
へ
の
本
人
確
認
、
各
種
お

客
様
へ
の
通
知
お
よ
び
そ
の
他
正
式
な

申
込
確
認
の
実
施
に
必
要
と
な
る
範
囲

内
で
の
み
利
用
し
ま
す
。

個
人
情
報
の
取
り
扱
い

 

に
つ
い
て

Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
の「
仮
申
込
」受
付
を
開
始
し
ま
す
！

�
旧
秩
父
市
地
区
�
対
象
�
�

【参考】
「Ｂフレッツ利用意向アンケート」
地区別最終集計結果（11月15日まで）

地　区　名 利用意向件数

中 央 地 区 ７５２

原 谷 地 区 ７５７

尾田蒔地区 ２４３

久 那 地 区 ８３

高 篠 地 区 ３８６

大 田 地 区 ２１０

影 森 地 区 ３７７

浦 山 地 区 ９

旧秩父市地区小計 ２，８１７

吉 田 地 区 ３１

大 滝 地 区 ２６
荒 川 地 区 ６２

秩父市総計 ２，９３６

「Bフレッツ利用意向アンケート」には、
大変多くの皆さんにご協力いただき誠
にありがとうございました。
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�
�
�
�
�
�
概
要

　
「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」
は
、
光
フ
ァ
イ
バ

ー
を
オ
フ
ィ
ス
、
個
人
宅
、
マ
ン
シ
ョ

ン
等
に
直
結
す
る
こ
と
で
高
速
な
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
可
能
に
す
る
サ
ー
ビ
ス

で
す
。
上
り
も
下
り
も
最
大
１
０
０
Ｍ

ｂ
ｐ
ｓ
の
超
高
速
・
大
容
量
通
信
に
加

え
、
通
信
料
を
定
額
に
す
る
こ
と
で
よ

り
自
由
で
快
適
な
通
信
環
境
を
実
現
し

ま
す
。

※ 

通
信
速
度
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
に
よ

る
技
術
検
証
時
で
の
最
大
値
で
あ
り
、

契
約
者
の
通
信
環
境
等
に
よ
り
実
際

の
速
度
は
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

�
主
�
�
�
�
�

★
上
り
も
下
り
も
最
大
１
０
０
Ｍ
ｂ
ｐ

ｓ
の
超
高
速
通
信
を
、
月
々
定
額
で

思
う
存
分
楽
し
め
ま
す
。

★
豊
富
な
対
応
プ
ロ
バ
イ
ダ
の
中
か
ら
、

お
好
き
な
プ
ロ
バ
イ
ダ
を
選
択
で
き

ま
す
。

★
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
ま
で
多

彩
な
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
で
き
ま
す
。

★
お
ト
ク
な
Ｉ
Ｐ
電
話
サ
ー
ビ
ス
「
ひ

か
り
電
話
」
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
電
話
料
金
が
安
く
な
り
ま

す
。

★
万
一
の
ト
ラ
ブ
ル
時
に
も
、
24
時
間

体
制
の
電
話
受
付
が
用
意
さ
れ
て
お

り
、
安
心
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

以
下
の
４
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。

�
戸
建
向
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

最
大
１
Ｇ
（
ギ
ガ
）
ｂ
ｐ
ｓ
を
複
数

の
契
約
者
で
共
用
す
る
、
一
般
家
庭
向

け
の
タ
イ
プ
で
す
。

※ 

契
約
者
宅
内
で
の
最
大
通
信
速
度
は

１
０
０
Ｍ
ｂ
ｐ
ｓ
と
な
り
ま
す
。

　

■
接
続
可
能
端
末
台
数
／
５
台

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
や
個
人
宅
な
ど
で
ご
利
用

に
な
る
方
向
け
の
タ
イ
プ
で
す
。

　

■
接
続
可
能
端
末
台
数
／
10
台

�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

企
業
な
ど
で
の
ご
利
用
に
対
応
し
た

高
ス
ル
ー
プ
ッ
ト
な
タ
イ
プ
で
す
。

　

■
接
続
可
能
端
末
台
数
／
50
台

※ 

戸
建
向
け
の
各
サ
ー
ビ
ス
は
、
集
合

住
宅
で
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

�
集
合
住
宅
�
�
�
�
�
�
�
向
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

集
合
住
宅
な
ど
で
最
大
１
０
０
Ｍ
ｂ

ｐ
ｓ
を
共
同
利
用
す
る
タ
イ
プ
で
す
。

※ 

集
合
住
宅
の
構
内
環
境
に
よ
り
、
Ｌ

Ａ
Ｎ
配
線
方
式
・
Ｖ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
方
式
・

ワ
イ
ヤ
レ
ス
方
式
の
い
ず
れ
か
の
提

供
に
な
り
ま
す
。

※
「
マ
ン
シ
ョ
ン
タ
イ
プ
」
の
導
入
に

あ
た
っ
て
は
共
用
設
備
の
設
置
が
必

要
と
な
る
た
め
、
管
理
組
合
、
オ
ー

ナ
ー
の
承
諾
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
際
の
折
衝
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本

が
実
施
し
ま
す
。

　

■
接
続
可
能
端
末
台
数
／
５
台

�
�
�
�
�
�
�
�
費
用

■
契
約
料

　
　

８
０
０
円
（
税
込
８
４
０
円
）

　
　
　

／
１
契
約
ご
と

■
工
事
費

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�

　
　
　

１
３
，
５
５
０
円

（
税
込
１
４
，
２
２
７
．
５
円
）

　

�
�
�
�
�
�
�
�

　
　
　

６
，
３
０
０
円
〜

　
　
　
（
税
込
６
，
６
１
５
円
〜
）

※
こ
の
金
額
は
、
平
成
17
年
４
月
１
日

現
在
の
代
表
的
な
例
で
あ
り
、
工
事

の
内
容
等
に
よ
っ
て
は
工
事
費
が
異

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
工
事
費
は
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
等
に
よ
り
、
無
料
と
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

�
月
�
�
�
�
費
用

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　
　

５
，
２
０
０
円

　
　
（
税
込
５
，
４
６
０
円
）

�
�
�
�
�
�
�
�

　
　

１
０
，
１
０
０
円

　
　
（
税
込
１
０
，
６
０
５
円
）

�
�
�
�
�
�
�

　
　

４
１
，
１
０
０
円

　
　
（
税
込
４
３
，
１
５
５
円
）

�
�
�
�
�
�
�
�

　
【
Ｌ
Ａ
Ｎ
配
線
方
式
】

　
　

２
，
５
０
０
円
〜

　
　
（
税
込
２
，
６
２
５
円
〜
）

　
【
Ｖ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
方
式
】

　
　

２
，
９
０
０
円
〜

　
　
（
税
込
３
，
０
４
５
円
〜
）　

　
【
ワ
イ
ヤ
レ
ス
方
式
】

　
　

４
，
８
０
０
円

　
　
（
税
込
５
，
０
４
０
円
）

※
こ
の
他
に
、
プ
ロ
バ
イ
ダ
利
用
料
が

別
途
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
Ｉ
Ｐ
電
話
サ
ー
ビ
ス「
ひ
か
り
電
話
」

を
利
用
す
る
場
合
、
別
途
月
額
基
本

料（
５
０
０
円（
税
込
５
２
５
円
）〜
）

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
」
の
月
額
利
用
料
等

は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
、
プ
ロ
バ
イ
ダ

の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
に
よ
り
、
一
定

期
間
無
料
ま
た
は
割
引
と
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
他
詳
細
な
サ
ー
ビ
ス
内
容
、

料
金
に
つ
い
て
は
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日

本
「
フ
レ
ッ
ツ
」
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://flets.com

）
を
ご
参
照
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
説
明
会
の
開
催
を
検
討

し
て
い
ま
す
の
で
、
開
催
を
ご
希
望
の

団
体
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
協
議
会
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
日
程
調

整
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
�
合
�
�　

秩
父
市
高
速
大
容
量
通
信
網

整
備
促
進
協
議
会
（
事
務
局
：
企
画
広

報
課
）
☎
22―

２
２
０
２
（
直
通
）

Ｅ
メ
ー
ル
：kikaku@

city.chichibu.
lg.jp

Ｂ
フ
レ
ッ
ツ
の

サ
ー
ビ
ス
内
容
に
つ
い
て

こ
の
ペ
ー
ジ
の
裏
が
「
Ｂ
フ
レ
ッ
ツ

仮
申
込
書
」
に
な
っ
て
い
ま
す
。

費
用
に
つ
い
て

15



き
り
と
り
せ
ん
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3
6
8
8
7
9
0

秩 父 市 熊 木 町 ８ ―

秩 父 市 役 所

行収　 　 納　 　 課

15

切 手 を は ら ず に

こ の ま ま お 出 し く だ さ い

秩
父
局

承
　
認

差
出
有
効
期
間

平
成
19
年
12
月

９
日
ま
で

の
　
り
　
し
　
ろ
　
Ｂ

の
　
り
　
し
　
ろ
　
Ｂ

の
　
り
　
し
　
ろ
　
Ｃ

の
　
り
　
し
　
ろ
　
Ｃ

の　 り　 し　 ろ　 Ａ

の　 り　 し　 ろ　 Ａ

裏 面 が 口 座 振 替 依 頼 書 に な っ て い ま す 。

87

料
金
受
取
人
払

（
山
　
折
　
り
）

（
山
　
折
　
り
）

（ 山　 折　 り ）

（ 山　 折　 り ）

（ 山　 折　 り ）

お
勧
め
し
ま
す
！

　
　
　
口
座
振
替
納
税
制
度

○
便
利
・
安
全
・
確
実
な
口
座
振
替

○
取
扱
金
融
機
関

・
納
期
ご
と
に
、
金
融
機
関
等
に
お
出
か
け
に
な
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

・
う
っ
か
り
納
付
を
忘
れ
た
と
き
も
安
心
で
す
。

・
現
金
の
盗
難
、
紛
失
等
の
心
配
が
な
く
な
り
ま
す
。

・
共
働
き
の
家
庭
や
お
年
寄
り
の
世
帯
な
ど
に
最
適
で
す
。

埼
玉
り
そ
な
銀
行
・
り
そ
な
銀
行
本
・
支
店

足
利
銀
行
・
埼
玉
縣
信
用
金
庫
・
埼
玉
信
用
組
合
・
中
央
労
働
金
庫

東
和
銀
行
・
武
蔵
野
銀
行
・
み
ず
ほ
銀
行
の
各
本
・
支
店

ち
ち
ぶ
農
業
協
同
組
合
の
各
支
店
・
郵
便
局

○
振
替
日
（
引
落
日
）

各
税
目
の
納
期
限
の
日

○
振
替
開
始
日

収
納
課
で
受
け
付
け
た
翌
月
か
ら
振
り
替
え
ま
す
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
秩
父
市
役
所
収
納
課

　
�
04
94
-2
2-
22
11
 内
線
12
84
・
12
85

き
り
と
り
せ
ん
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秩 父 市 長 お よ び 金 融 機 関 あ て 両 方 と も ご 記 入 く だ さ い 。

秩
父
市
税
等
口
座
振
替
依
頼
書

秩
父
市
長
　
様

　
秩
父
市
へ
納
付
す
る
市
税
等
を
預
貯
金
口
座
振
替
で
納
付
し
た
い
の
で
、
記
載
事
項
承
認
の
う
え
依
頼
し
ま
す
。

※
太
枠
の
中
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

住
　
所

氏
　
名

口
座
名
義
人

フ
リ
ガ
ナ

フ
リ
ガ
ナ

振
替
開
始
時
期

口
座
振
替
指
定
税
目

ア
市
県
民
税

期 別
前 納

00
56
0-
0-
31
95
0
35

イ
都
市
計
画
税

（
個
人
）固
定
資
産
税

期 別
前 納

00
58
0-
7-
31
96
0
35

都
市
計
画
税

（
共
有
）固
定
資
産
税

ウ
期 別

前 納
00
58
0-
7-
31
96
0
35

エ
軽
自
動
車
税

金
融
機
関
承
認
、
取
扱
郵
便
局
受
付
印期 別

前 納
00
50
0-
4-
31
97
0
35

記

オ
国
民
健
康
保
険
税

期 別
前 納

00
52
0-
1-
31
98
0
35

納
付
方
法

口
座
番
号

コー
ド

通
帳
届
出
印

口
　
座
　
番
　
号

取
 　
 扱
  
　
金
 　
 融
 　
 機
 　
 関
 　
 支
 　
 店
 　
 名

預
金
種
別

銀
行
コ
ー
ド

支
店
コ
ー
ド

銀
　
　
行
・
金
　
庫

1．
普
　
　
通

2．
当
　
　
座

3．
納
税
準
備

信
用
組
合
・
農
　
協

郵
　
便
　
局

郵
政
コ
ー
ド

種
別
コ
ー
ド

加
入
者
名

秩
父
市
収
入
役

16
6－
別
 指

通
　
帳
　
記
　
号

の
通
　
帳
　
番
　
号

1
9
9
0
0

1
0

支
店

（
　
　
）

電
　
　
話
　
　
番
　
　
号

年
　
月
か
ら

平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日

〒

個
人
コ
ー
ド

秩
父
市
税
等
口
座
振
替
依
頼
書

各
金
融
機
関
　
御
中

　
秩
父
市
へ
納
付
す
る
市
税
等
を
預
貯
金
口
座
振
替
で
納
付
し
た
い
の
で
、
記
載
事
項
承
認
の
う
え
依
頼
し
ま
す
。

※
太
枠
の
中
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

住
　
所

氏
　
名

口
座
名
義
人

フ
リ
ガ
ナ

フ
リ
ガ
ナ

振
替
開
始
時
期

通
帳
届
出
印

口
　
座
　
番
　
号

取
 　
 扱
  
　
金
 　
 融
 　
 機
 　
 関
 　
 支
 　
 店
 　
 名

預
金
種
別

銀
行
コ
ー
ド

支
店
コ
ー
ド

銀
　
　
行
・
金
　
庫

1．
普
　
　
通

2．
当
　
　
座

3．
納
税
準
備

信
用
組
合
・
農
　
協

郵
　
便
　
局

郵
政
コ
ー
ド

種
別
コ
ー
ド

加
入
者
名

秩
父
市
収
入
役

16
6－
別
 指

通
　
帳
　
記
　
号

の
通
　
帳
　
番
　
号

1
9
9
0
0

1
0

支
店

（
　
　
）

電
　
　
話
　
　
番
　
　
号

年
　
月
か
ら

〒

個
人
コ
ー
ド

※
収
納
課
で
受
け
付
け
た
翌
月
か
ら
振
り
替
え

ま
す
。ま
た
、１
か
所
で
も
記
入
漏
れ
・
訂
正
が

あ
っ
た
場
合
は
、
希
望
月
か
ら
の
振
替
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
口
座
振
替
依
頼
書
の
記
入
に

あ
た
っ
て

　
下
記
事
項
を
よ
く
ご
覧
に
な
っ

て
か
ら
、
口
座
振
替
依
頼
書
に

記
入
し
て
、
市
役
所
収
納
課
へ

郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

1
秩
父
市
か
ら
市
税
等
の
請
求
が
あ

っ
た
と
き
は
、
請
求
金
額
を
預
貯

金
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
、
支
払

っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
預

貯
金
規
定
ま
た
は
、
当
座
勘
定
規

定
に
か
か
わ
ら
ず
、
預
貯
金
通
帳
、

同
払
戻
請
求
書
の
提
出
ま
た
は
小

切
手
の
振
出
し
は
し
ま
せ
ん
。

2
預
貯
金
口
座
残
高（
当
座
貸
越
を
利

用
で
き
る
範
囲
内
の
金
銭
も
含
む
）

が
振
出
日
に
お
い
て
納
付
す
べ
き

金
額
に
不
足
す
る
と
き
は
、
秩
父

市
に
返
却
さ
れ
て
も
意
義
あ
り
ま

せ
ん
。

3
振
替
日
は
納
期
限
の
日
と
し
ま
す
。

4
こ
の
預
貯
金
口
座
振
替
契
約
は
、

私
か
ら
の
申
出
お
よ
び
貴
店
の
都

合
に
よ
り
解
約
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
場
合
貴
店
は
、
所
定

の
手
続
き
に
よ
り
秩
父
市
に
通
知

し
ま
す
。

5
口
座
振
替
後
の
領
収
証
書
は
不
要

で
す
。

6
こ
の
取
扱
に
つ
い
て
、
紛
議
が
生

じ
て
も
貴
店
の
責
め
に
よ
る
場
合

を
除
き
、
貴
店
に
は
ご
迷
惑
を
か

け
ま
せ
ん
。

7
指
定
税
目
が
収
め
す
ぎ
と
な
っ
た

と
き
は
、
こ
の
口
座
へ
還
付
金
を

振
り
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
指
定
税
目

ア
市
県
民
税

期 別
前 納

00
56
0-
0-
31
95
0
35

イ
都
市
計
画
税

（
個
人
）固
定
資
産
税

期 別
前 納

00
58
0-
7-
31
96
0
35

都
市
計
画
税

（
共
有
）固
定
資
産
税

ウ
期 別

前 納
00
58
0-
7-
31
96
0
35

エ
軽
自
動
車
税

受
　
　
付
　
　
印

期 別
前 納

00
50
0-
4-
31
97
0
35

オ
国
民
健
康
保
険
税

期 別
前 納

00
52
0-
1-
31
98
0
35

納
付
方
法

口
座
番
号

コー
ド

平
成
　
　
年
　
　
月
　
　
日

※
収
納
課
で
受
け
付
け
た
翌
月
か
ら
振
り
替
え

ま
す
。ま
た
、１
か
所
で
も
記
入
漏
れ
・
訂
正
が

あ
っ
た
場
合
は
、
希
望
月
か
ら
の
振
替
が
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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国 民 年 金

だ よ り
問い合わせ
●保険年金課国民年金担当 ☎25-5201
●吉田総合支所市民支援課 ☎72-6081
●大滝総合支所市民支援課 ☎55-0863
●荒川総合支所市民支援課 ☎54-2395

　

年
末
調
整
や

　
　
　

確
定
申
告
の
際
は

　

国
民
年
金
保
険
料
を

　
　
　
　
　
　

忘
れ
ず
に
！

社
会
保
険
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

平
成
17
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
の
間

に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額

が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま

す
。
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
際
は

忘
れ
ず
に
申
告
し

ま
し
ょ
う
。

　

平
成
17
年
４
月

か
ら
国
民
年
金
の

定
額
保
険
料
が
変

更
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
口
座
振

替
割
引
制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
の
で
、

申
告
に
あ
た
っ
て
は
金
額
を
よ
く
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。

　

申
告
の
際
に
は
、
国
民
年
金
保
険
料

の
支
払
い
を
証
明
す
る
書
類
が
必
要
で

す
。
保
険
料
を
納
め
た
と
き
に
交
付
さ

れ
る
領
収
書
や
、
社
会
保
険
庁
（
社
会

保
険
業
務
セ
ン
タ
ー
）
か
ら
送
付
さ
れ

る「
国
民
年
金
保
険
料
納
付
額
証
明
書
」

を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
年
金
相
談
・

　
　

国
民
年
金
保
険
料

　
　
　

納
付
窓
口
」

　
　

開
設
の
お
知
ら
せ

　

埼
玉
社
会
保
険
事
務
局
秩
父
事
務
所

で
は
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
の
相
談
を

お
受
け
す
る
窓
口
を
開
設
し
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

当
日
は
、
国
民
年
金
保
険
料
も
お
預

か
り
で
き
ま
す
の
で
、
案
内
状
ま
た
は

納
付
書
等
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
方
の
相
談
も
お
受
け
し

ま
す
。（
今
年
度
ま
た
は
前
年
度
退
職

さ
れ
た
方
は
、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
雇
用
保
険
被
保
険
者
証
な
ど
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。）

　

当
日
ご
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
、
平

日
（
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
）
埼

問
�
合
�
�　

埼
玉
社
会
保
険
事
務
局
秩
父

事
務
所
国
民
年
金
業
務
課

　

〒
３
６
８―

８
５
８
５

　

秩
父
市
上
野
町
13―
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廃品回収に
ご協力を！

　年の瀬もいよいよ押しせまり、大掃除
の時期になりました。
　ご家庭では、新聞紙や雑誌、空き缶・
空き瓶などの処分に困っていませんか。
　紙やカン・ビンは、限りある貴重な資
源です。資源をリサイクルし有効利用す
るため、お住まいの町会や青少年育成会
等が実施している廃品回収にご協力くだ
さい。
問い合わせ　生活衛生課
　　　　２５－５２０２（直通）

納
付
書
で
納
め
た
場
合

保険料の種類 期　　間 保険料額

定額保険料
（通常の保険料）

平成17年3月までの分 月額13,300円
平成17年4月以降の分 月額13,580円

付加保険料を申し込んで
いる方の付加保険料 月額400円

半額免除の承認を受けた
ときに納める半額保険料

平成17年3月までの分 月額6,650円
平成17年4月以降の分 月額6,790円

1年前納（定額保険料） 平成17年4月分～18年3月分 160,070円

半年前納(定額保険料）
平成17年4月分～9月分

80,820円
平成17年10月分～18年3月分

1年前納（定額＋付加） 平成17年4月分～18年3月分 164,780円

半年前納(定額＋付加）
平成17年4月分～9月分

83,200円
平成17年10月分～18年3月分

口
座
振
替
で
納
め
て
い
る
場
合

保険料の種類 期　　間 保険料額

定額保険料

平成17年3月までの分 月額13,300円
平成17年４月以降の分であって口
座振替割引制度を利用した期間 月額13,540円

平成17年4月以降の分で割引利
用なし 月額13,580円

1年前納（定額保険料） 平成17年4月分～18年3月分 159,540円

半年前納(定額保険料）
平成17年4月分～9月分

80,550円
平成17年10月分～18年3月分

1年前納（定額＋付加） 平成17年4月分～18年3月分 164,240円

半年前納(定額＋付加）
平成17年4月分～9月分

82,920円
平成17年10月分～18年3月分

玉
社
会
保
険
事
務
局
秩
父
事
務
所
へ
お

越
し
い
た
だ
く
か
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。
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月　　日 　会　　　　　場 時　　間

12月10日㈯ 埼玉社会保険事務局秩父事務所 ９:30～16:00

12月11日㈰ 　　　　　　〃 ９:30～16:00

12月12日㈪ 　　　　　　〃 ８:30～19:00

12月15日㈭ 小鹿野町文化センター　会議室１ 12:00～15:00

12月16日㈮ 東秩父村ふれあいセンター槻川 10:00～15:00

12月19日㈪ 皆野町文化会館　3階会議室 10:00～15:00

12月20日㈫ 長瀞町役場　3階会議室A 10:00～15:00

12月26日㈪ 市民会館3階第4会議室 10:00～18:00

集合徴集（年金相談）日程表



※平成17年度「秩父市健康カレンダー」の冊子は、１年間大切に保管してください。

●【乳幼児健診】

●【育児相談】

● 【両親学級（妊娠前期）】妊娠４か月を過ぎた初

　回妊婦さんとその家族

※電話で秩父保健センターへお申し込みください。
●【予防接種】（集団）

※ 病気等の理由でＢＣＧを対象月齢内に接種できな
かった方は、満６か月～１歳の間に限り、公費（無
料）でＢＣＧ予防接種を受けられます。詳しくは
保健センターまでお問い合わせください。

●【乳幼児健診】

●【育児相談】

●【ことばの相談】※予約制

●【親子ふれあい教室】

　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者

　１月16日㈪　10：00～11：30　※予約制
●【健康相談】

　１月12日㈭　13：30～15：00（受付）　
●【よしだ元気塾】おおむね40歳以上の方

　１月11日㈬　13：30～15：30　やまなみ会館
※初めての方は吉田保健センターへ申込み

● 【親子ふれあい教室】

　１歳６か月を過ぎたお子さんとその保護者

　12月20日㈫・１月17日㈫
　10：30～11：30
　大滝幼稚園
● 【育児相談・健康相談】

　１月10日㈫　13：00～15：00
　大滝総合支所内
※母子健康手帳・健康手帳を持参してください。

●【乳幼児健診】

●【育児相談】

● 【親子ふれあい教室】１歳６か月を過ぎたお子さ

んとその保護者

　12月15日㈭・１月12日㈭
　９：30～11：10
● 【健康相談】一般市民　
　12月20日㈫　13：30～15：00　
● 【転倒予防教室】40歳以上の方

　１月13日㈮　13：30～15：30　荒川公民館
※健康手帳・屋内用運動靴を持参してください。
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秩父保健センター会場

月　日 受付時間 内　容 対　象

１月12日㈭ 13:00～
14:00 ３歳児健診 平成14年

９月生まれ

１月17日㈫ 13:00～
14:00

乳児（４か月児）
健診

平成17年
８月生まれ

１月18日㈬ 13:00～
14:00

乳児（10か月児）
健診

平成17年
３月生まれ

１月24日㈫ 13:00～
14:00

１歳６か月児
健診

平成16年
６月生まれ

月　日 受付時間 内　容 対　象

１月６日㈮ ９:30～
10:30

育児相談
身長・体重測定
赤ちゃん体操

乳幼児

月　日 時　間 内容（テーマ）
１
日
目
１月13日㈮ ９:30～12:00

（受付9:15～）
・「妊娠中の過ごし方」
・「ママの栄養と食事」

２
日
目
１月20日㈮ 13:30～16:00

（受付13:15～）
・歯科保健･歯科健診
・ブラッシング指導

吉田保健センター会場（【よしだ元気塾】は、やまなみ会館）

月　日 受付時間 内　容 対　象

１月20日㈮ 13:15～
14:00

１歳６か月児健診

３歳児健診

平成16年
5・6月生まれ
平成14年
8・9月生まれ

月　日 受付時間 内　容 対　象

１月11日㈬ 10:00～
11:00

育児相談
身長・体重測定 乳幼児

月　日 受付時間 内　容 対　象

１月26日㈬ 13:30～
16:30

ことばの発達、
発音などに関す
る個別相談

ことばの発達、
発音などに心配
のある幼児とそ
の保護者

大滝保健センターからのお知らせ

荒川保健センター会場（【転倒予防教室】は、荒川公民館）

月　日 受付時間 内　容 対　象

１月16日㈪ 10:00～
11:00

育児相談
身長・体重測定 乳幼児

月　日 受付時間 内　容 対　象

12月22日㈭ 13:15～
14:00

１歳６か月児健診

３歳児健診

平成16年
４・５月生まれ
平成14年
７・８月生まれ

種類 月　日 受付時間 対　象

三種混合 １月19日㈭
２月13日㈪ 13:15～14:30 満３か月～７歳６か月未満

ＢＣＧ １月11日㈬
２月８日㈬ 13:15～14:30 満３か月～６か月未満



●【平成18年４月１日から麻しん・風しん

予防接種の受け方が変わります】

　現在、麻しんと風しんの予防接種は満１歳～７歳
６か月までにそれぞれ１回接種しています。
　平成18年４月１日から麻しん風しん混合ワクチン
を用い、次の年齢内で２回接種となります。

  第１期　生後12か月～生後24か月までの間
  第２期　就学１年前までの間（５歳から７歳未満）

※ 平成18年３月31日までに麻しんまたは風しんワク
チンのいずれかの接種を受けた方は、平成18年４
月１日以降、定期の年齢内であっても、第１期お
よび第２期の対象となりません。
※ ただし、秩父市では平成18
年４月１日以降、生後12か
月～生後24か月の間にある
方で、麻しんの予防接種を
受けていたり、麻しんにか
かってしまった場合に風し
んのみの予防接種を希望し
たときは、今までどおり風
しんのみの接種ができます。
（この逆の場合も可能とな
ります。）

●【成人のポリオ予防接種の追加接種について】

　昭和50～52年生まれの方は、他の年齢層に比べて
ポリオの免疫を保有している割合が低いことが厚
生労働省の調査で指摘され、追加接種をすることが
望ましいとされています。この年齢層の方で、希望
する方は、市立病院で接種できますので各保健セン
ターまでお申し込みください。（この場合は任意接
種となりますので、費用は自己負担となります。）
●【胃がん・子宮がん検診】（個別）

　毎月１～７日（土、日、祝日を除く）に各保健セ
ンターで申込みを受け付けています。（胃がん検診・
子宮がん検診それぞれ先着200人）検診料を添えて
お申し込みください。

●【言語リハビリ教室】

※初めての方は各保健センターへお申し込みくださ
い。

●【健康手帳の配布】

　健康手帳を使ってご自身の健康管理をしましょう。
対　象　40歳以上の方
配布場所　各保健センター
●【健康講演会】

と　き　１月27日㈮午後１時30分～
ところ　秩父保健センター
対　象　40歳以上の市民
内　容　医師による講演　｢肺がん予防とタバコの害｣
※12月20日(火)から電話で秩父保健センターへお申
し込みください。

●【転ばぬ先の体力づくり（高齢者筋力向上トレー

ニング）参加者募集】

　１会場につき週1回実施し、１コースで10回行い
ます。専門トレーナーが、民謡・童謡・歌謡曲など
ふるさとのリズムにのって指導します。楽しくて愉
快な体操です。
※いきがいセンター（中村町ふれあいセンター下）
では、機器を利用したトレーニングを行います。

指　導　専門トレーナー
対　象　 原則として市内在住の40歳以上の方
定　員　各コース30人
　　　　（先着順）
参加費　無料
申込み　 12月13日㈫か

ら電話で秩父
保健センター
へお申し込み
ください。
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月　　日 会　　場 実施時間
１月10日㈫ 秩父保健センター

13：30～15：30１月17日㈫ 吉田保健センター
１月30日㈪ 荒川保健センター

会　　場 開　催　期　間

大田公民館
１月16日～
３月20日 毎週月曜日

９:30～11:30

いきがいセンター 13:30～15:30

久那公民館
１月11日～
３月15日 毎週水曜日

９:30～11:30

いきがいセンター 13:30～15:30

いきがいセンター １月６日～
３月10日 毎週金曜日 13:30～15:30



無料相談室無料相談室
相談名 相　　談　　日 会　場 相　談　員

法 律

１月５日㈭・19日㈭
10時～15時

秩父市役所
（3階相談室） 弁護士

１月10日㈫　10時～15時 荒川総合支所
※要電話予約
12月20日㈫　午前９時から電話予約受付　各日先着10人
☎25－5200（直通）

人 権

毎月第２・４水曜
13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）

人権擁護委員
１月18日㈬　13時～16時 吉田総合支所

（振興会館）

行 政

12月19日㈪
１月16日㈪

13時～15時

秩父市役所
（3階相談室）

行政相談委員
１月16日㈪ 吉田総合支所

（振興会館）
12月12日㈪
１月16日㈪ 荒川総合支所

12月26日㈪
１月23日㈪ 大滝総合支所

市 民 毎週木曜　13時～16時

秩父市役所
（3階相談室）

市民相談員
消 費 生 活 毎週月・水・金曜　９時～16時 消費生活コンサルタント

行 政 手 続 12月13日㈫・１月10日㈫
13時～15時 行政書士

登 記 12月21日㈬・１月18日㈬
13時～15時

司法書士
土地家屋調査士

税 務 １月10日㈫
10時～15時 税理士

土 地 建 物 12月20日㈫　10時～15時 宅地建物取引主任者

暴力について 12月22日㈭・１月26日㈭
10時～15時 秩父警察署担当相談員

女 性 12月27日㈫・１月24日㈫
13時～15時 市民生活課担当職員

労 働 年 金 １月13日㈮
13時～15時 社会保険労務士

※市民生活課および各総合支所（市民支援課）では、上記の相談日以外でも相談を受け付けます。
※相談日が祝祭日の場合はお休みとなります。
上記相談に関する問い合わせ　市民生活課☎25-5200（直通）☎22-2211内線1322・1323

月の12・1
相談名 相　談　日 問い合わせ

子 育 て 毎週月・水・金曜
９時～16時

子育て支援センター
☎22－7282ｆ22－7283

子どもについ
ての心配ごと

毎日（土・日・祝日を除く）
８時30分～17時15分

家庭児童相談室（社会福
祉課）☎25－5204（直通）

身体・知的障
がいについて

毎日（日曜・祝日を除く）
９時～18時

フレンドリー
☎22－7785（身体障がい）
☎22－7045（知的障がい）
ｆ22－7055土曜　９時～16時

障がい者の
就労・労働

毎日（土・日・祝日を
除く）９時～18時

秩父障がい者就労支援センター
「キャップ」☎・ｆ22－2870

不 登 校 等
教 育

ひまわり教室　毎日（土・日・
祝日を除く）９時～17時

ひまわり教室
☎22－2228

やまなみ教室
月・水・金曜　９時～17時

吉田事務所
☎77－1100

内 職 毎週木曜　９時～17時

ハローワーク秩父
ステーションプラザ
☎24－5222職 業

ハローワーク秩父ステーションプラザ
毎日（土･日･祝日を除く）９時～17時
吉田総合支所
毎月第1･3月曜 9時～16時30分
※1月から毎週月曜になります。

労 働 毎日（土・日・祝日を除く）
８時30分～17時※電話相談可 北部産業労働センター

秩父支所
☎23－7881夜 間 労 働

（電話相談のみ）
毎週火・木曜
17時～20時

中 小 企 業 者
向けよろず金融

1/11 13時～16時30分
※前々日までに要予約
会場　歴文館５階第２会議室

商業振興課
☎25－5208（直通）
（相談：埼玉県信用保証協会）

結 婚 吉田総合支所 １/14
13時～16時

秩父市社会福祉協議会
☎22－1514心 配 ご と

影森公民館 12/15
大滝事務所 12/22
福祉女性会館 １/５
吉田総合支所 １/12
13時～16時

　

市
で
は
、
新
成
人
の
門
出
を
祝
福
し
、

次
の
実
施
要
領
の
と
お
り
成
人
式
を
行

い
ま
す
。

　

対
象
者
は
原
則
と
し
て
、
本
年
10
月

31
日
現
在
、
市
内
在
住
で
昭
和
60
年
４

月
２
日
か
ら
昭
和
61
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
で
す
。

　

な
お
、
次
の
方
は
届
出
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
と
参
加
で
き
ま
す
。

１
．
10
月
31
日
以
降
の
転
入
者

２
． 

市
外
在
住
者
で
家
族
が
市
内
に
居

住
し
、本
人
が
当
市
出
身
の
方

※ 
式
典
�
�
�
家
族
�
方
�
�
覧
�
�

�
�
�
�
�
多
�
�
方
�
�
来
場
�

�
待
�
�
�
�
�
�
�

平
成
18
年
成
人
式
実
施
要
領

��

�　

１
月
８
日
㈰

　

午
前
11
時
開
式
（
受
付
は
10
時
〜
）

�
�
�　

秩
父
宮
記
念
市
民
会
館

内�

容　

午
前
10
時
30
分
か
ら
ス
ラ
イ

ド
上
映
を
し
、
各
中
学
校
の
校
歌
を
ピ

ア
ノ
演
奏
し
ま
す
。
式
典
で
は
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
秩
父
第
二
中
学
校

合
唱
部
に
よ
る
合
唱
、
参
加
者
全
員
に

よ
る
合
唱
を
行
い
ま
す
。
な
お
、
式
典

終
了
後
パ
ー
テ
ィ
ー
（
無
料
）
を
行
い

ま
す
。

�
�
他　

該
当
者
に
は
案
内
状
を
12
月

中
旬
に
送
り
ま
す
。
万
一
、
案
内
状
が

届
か
な
い
時
な
ど
は
、
左
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

生
涯
学
習
課

　

☎
25―

５
２
２
９
（
直
通
）

教
育
委
員
会
各
事
務
所

　

吉
田
☎
77―

１
１
０
０
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55―

０
８
６
７
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54―

２
３
９
８
（
直
通
）

成
人
式
�
迎
�
�
皆
�
�
�

冬季の省エネ編

・エアコンの設定温度は20℃を上限に
設定する。
・電気コタツの温度設定は暖かすぎな
いよう、こまめにチェック。「強」と「中」
では約20%も消費電力がちがいます。
・ストーブの反射鏡はピカピカに。　
（汚れは暖房効率を悪くする。）
・カーテンは厚手のものを床まで長めに
下げる。（昼間は開けて太陽の暖かさを
入れ、日没前に閉めると夜も暖か。）
・ 暖房を控え目にしても、衣類を加え
るなど工夫し、快適に。

問い合わせ　環境課
　　　　☎２２―２２７９（直通）

エコ・ライフ
今月の実践！

わが家のCo2削減法
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市
で
は
、
積
雪
状
況
（
約
10
㎝
）
に

応
じ
、
幹
線
道
路
・
通
学
路
を
中
心
に

除
雪
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
際
、
雪
折
れ
に
よ
る
竹
木
が
道

路
を
ふ
さ
ぎ
、
通
行
に
支
障
が
生
じ
る

場
合
に
は
、
安
全
性
と
緊
急
性
を
最
優

先
し
、
所
有
者
の
方
に
了
解
を
得
ず
伐

採
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
除
雪
の
支
障
と
な
り
ま
す
の

で
、
積
雪
時
に
路
上
駐
車
を
し
な
い
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

問
�
合
�
�　

管
理
用
地
課

　

☎
25―
５
２
１
２
（
直
通
）

　

道
路
課
☎
25―

５
２
１
３
（
直
通
）

各
総
合
支
所
地
域
整
備
課

　

吉
田
☎
72―
６
０
８
４
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55―

０
８
６
１
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54―

２
３
９
２
（
直
通
）

秩
父
県
土
整
備
事
務
所

　

☎
22―

３
７
１
５

　

平
成
17
年
工
業
統
計
調
査
を
12
月
31

日
現
在
で
行
い
ま
す
。

　

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営
む

す
べ
て
の
事
業
所
が
対
象
で
す
。

　

調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
本
年

12
月
か
ら
来
年
１
月
に
か
け
て
調
査
員

が
お
伺
い
し
ま
す
。

　

調
査
結
果
は
、
国
や
地
方
公
共
団
体

の
行
政
施
策
の
重
要
な
基
礎
資
料
と
し

て
利
用
さ
れ
る
と
と
も
に
、
企
業
、
大

学
な
ど
で
の
研
究
資
料
、
小
・
中
・
高

等
学
校
の
教
材
な
ど
、
広
く
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、工
業
統
計
調
査
は
、「
統
計
法
」

の
規
定
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
、
調
査
員

や
統
計
調
査
担
当
職
員
に
は
、
調
査
票

の
内
容
を
他
に
漏
ら
し
た
り
、
調
査
の

結
果
を
統
計
以
外
の
目
的
に
使
用
す
る

こ
と
が
、
固
く
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
罰

則
等
も
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
調
査
票
に
記
入
し
て

い
た
だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計

法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の

で
、
正
確
に
ご
記
入
し
て
い
た
だ
く
よ

う
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
�
合
�
�　

情
報
政
策
課　
　

　

☎
22―

２
２
０
４
（
直
通
）

各
総
合
支
所
総
務
課

　

吉
田
☎
77―

１
１
１
１

　

大
滝
☎
55―

０
１
０
１

　

荒
川
☎
54―

２
１
１
１

　

平
成
18
年
度
市
立
学
童
保
育
室
入
室

申
込
み
の
受
付
は
、
11
月
25
日
で
締
切

と
な
り
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
随
時
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
の

受
付
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

　

こ
の
強
化
月
間
中
、
収
納
課
で
は
、

窓
口
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

�
年
末
納
税
窓
口

　

12
月
29
日
㈭
・
30
日
㈮

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

�
休
日
�
夜
間
納
税
窓
口

　

４
ペ
ー
ジ
の
「
夜
間
・
日
曜
・
休
日

窓
口
開
設
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。（
総

合
支
所
で
は
実
施
し
て
い
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

　

ま
た
、
今
月
の
納
期
は
、

固
定
資
産
税　
　

第
３
期
分

国
民
健
康
保
険
税　
　

第
６
期
分

納
期
限
は
12
月
26
日
㈪
で
す
。

納
期
限
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

納
税
�
口
座
振
替
�
便
利
�
�

　

17
・
18
ペ
ー
ジ
に
は
口
座
振
替
依
頼

書
が
あ
り
ま
す
。
必
要
事
項
を
ご
記
入

の
う
え
、
切
り
取
っ
て
封
筒
を
作
り
切

手
を
は
ら
ず
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

収
納
課

　

☎
22―

２
２
１
０
（
直
通
）

く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

学
校
教
育
課

　

☎
25―

５
２
２
８
（
直
通
）

　

吉
田
事
務
所

　

☎
77―

１
１
０
０
（
直
通
）

　

荒
川
事
務
所

　

☎
54―

２
３
９
８
（
直
通
）

　

埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は
、

埼
玉
県
民
の
方
を
対
象
に
、
交
通
遺
児

等
援
護
金
を
給
付
し
て
い
ま
す
。

給
付
対
象
遺
児　

乳
幼
児
お
よ
び
小
・

中
・
高
等
学
校
並
び
に
各
種
学
校
等
に

在
学
す
る
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
交
通
遺
児
等
で
、
次
の
い
ず

れ
か
の
該
当
者
、
ま
た
は
同
世
帯
の
者

① 

高
等
学
校
交
通
遺
児
授
業
料
減
免
対

象
者

②
児
童
扶
養
手
当
対
象
者

③
生
活
保
護
世
帯

④ 

市
民
税
非
課
税
世
帯
ま
た
は
均
等
割

り
の
み
納
付
世
帯

給
付
額
�
遺
児
一
人
�
�
�
�
年
額
�

　

５
万
円

給
付
時
期　

平
成
18
年
４
月
末
日

申
請
書
類　

市
役
所
市
民
生
活
課
、
学
校

等
に
あ
る
申
請
書
と
、
し
お
り
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
�
�
�
提
出
先　

１
月
末
日
ま
で
に

み
ず
ほ
信
託
銀
行
浦
和
支
店
に
郵
送
ま

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議

会
（
埼
玉
県
交
通
安
全
課
内
）

　

☎
０
４
８―

８
３
０―

２
９
５
８

23

12
月
�

市
税
等
徴
収
強
化
月
間
�
�

製
造
事
業
所
�
皆
�
�
�

工
業
統
計
調
査
�

�
協
力
�
�
�
�

交
通
遺
児
等
援
護
金

除
雪
作
業
�

�
協
力
�
�
願
�
�
�
�

市
立
学
童
保
育
室

入
室
申
込
�

受
付
�
�
�
�



※ 

定
員
の
関
係
上
、
事
前
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

申
込
�

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父

　

☎
22―

３
２
１
５

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
秩
父
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　

プ
ラ
ザ
☎
24―

５
２
２
２

と　き ところ 内　　　容 定員

12／14㈬
14:00～16:00

ハローワーク秩父
ステーションプラザ

履歴書・職務経歴書の書
き方　（座学） 18人

12／16㈮
13:30～16:30 ハローワーク秩父

面接対策・就職の心得
（演習） 30人

12／19㈪
13:30～16:30 吉田総合支所　

面接対策・就職の心得
（演習） 20人

12／21㈬
13:30～16:30

ハローワーク秩父
ステーションプラザ

履歴書・職務経歴書の書
き方　（演習） 18人

１／10㈫
13:00～15:00 吉田総合支所

就職を成功させるために
（座学） 20人

１／11㈬
14:00～16:00

ハローワーク秩父
ステーションプラザ

就職を成功させるために
（座学） 15人

１／18㈬
13:30～16:30

ハローワーク秩父
ステーションプラザ

就職を成功させるために
（演習） 15人

１／20㈮
14:00～16:00 ハローワーク秩父

履歴書・職務経歴書の書
き方　（座学） 30人

　

市
で
は
、
中
小
企
業
者
の
健
全
育
成

と
近
代
化
を
図
る
た
め
、
利
子
の
一
部

を
予
算
の
範
囲
内
で
補
給
（
補
助
）
す

る
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

対�

象　

市
内
に
店
舗
、
工
場
ま
た
は

事
業
所
を
有
し
、
１
年
以
上
同
一
事
業

を
営
ん
で
お
り
、
市
税
を
完
納
し
て
い

る
会
社
ま
た
は
個
人

※ 

市
内
で
の
事
業
活
動
の
た
め
に
借
入

れ
た
資
金
に
限
り
ま
す
。
ま
た
、
他

の
市
町
村
で
定
め
る
国
民
生
活
金
融

公
庫
資
金
借
入
金
利
子
補
給
制
度
を

受
け
て
い
る
方
は
、
こ
の
制
度
の
適

用
か
ら
除
外
さ
れ
ま
す
。

合
併
前
�
平
成
17
年
�
月
31
日
以
前
�

�
借
入
�
�
資
金

対
象
借
入
金

①
旧
秩
父
市
小
口
金
融
制
度

②
旧
秩
父
市
特
別
小
口
無
担
保
無
保
証

人
保
証
制
度

③
旧
秩
父
市
商
店
街
施
設
改
善
資
金
貸

付
制
度

④
国
民
生
活
金
融
公
庫
融
資
制
度
（
全

市
域
）

補
給
額　

従
来
の
制
度
と
同
じ
。

期�

間　

従
来
の
制
度
と
同
じ
。

合
併
後
�
平
成
17
年
�
月
�
日
以
降
�

�
借
入
�
�
資
金

対
象
借
入
金

①
秩
父
市
小
口
金
融
制
度

②
秩
父
市
「
特
別
」
小
口
金
融
制
度

③
秩
父
市
商
店
街
施
設
改
善
資
金
貸
付

制
度

④
国
民
生
活
金
融
公
庫
融
資
制
度

補
給
額　

年
間
支
払
利
子
の
20
％
以
内

で
１
世
帯
ま
た
は
１
事
業
所
10
万
円
を

限
度
と
し
ま
す
。

期�

間　

最
初
に
適
用
を
受
け
た
年
か

ら
連
続
し
た
10
年
以
内
。

受�

付　

１
月
４
日
㈬
〜
31
日
㈫（
土
・

日
・
祝
日
は
除
く
）

申
請
先　

①
②
③
の
制
度
に
つ
い
て
は

市
役
所
商
業
振
興
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
産
業
振
興
課
、
④
の
制
度
利
用
者
に

つ
い
て
は
申
込
先
の
秩
父
商
工
会
議
所

ま
た
は
商
工
会
と
な
り
ま
す
。

問
�
合
�
�

　

市
役
所
商
業
振
興
課

　

☎
25―

５
２
０
８
（
直
通
）

各
総
合
支
所
産
業
振
興
課　

　

吉
田
☎
72―

６
０
８
３
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55―

０
８
６
２
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54―

２
１
１
４
（
直
通
）

秩
父
商
工
会
議
所
☎
22―

４
４
１
１

西
秩
父
商
工
会
☎
75―

１
３
８
１

大
滝
商
工
会
☎
55―

０
６
６
１

荒
川
商
工
会
☎
54―

１
０
５
９

　

市
で
は
、
市
内
の
小
規
模
企
業
者
が

金
融
機
関
か
ら
年
末
資
金
を
容
易
に
借

り
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
小
規
模
企
業
者

の
経
営
の
安
定
化
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た「
秩
父
市
年
末
緊
急
融
資
制
度
」

に
よ
る
融
資
あ
っ
せ
ん
を
行
い
ま
す
。

対
象
企
業
�
範
囲

　

中
小
企
業
信
用
保
険
法
施
行
令
第
一

条
に
定
め
る
事
業
を
営
ん
で
い
る
小
規

模
事
業
者

申
込
者
�
資
格

①
１
年
以
上
引
き
続
き
市
内
に
お
い
て

同
一
事
業
に
属
す
る
事
業
を
行
っ
て

い
る
こ
と
。

②
融
資
あ
っ
せ
ん
申
請
の
日
以
前
１
年

間
に
お
い
て
、
市
税
の
納
期
が
到
来

し
た
税
額
が
あ
り
、
当
該
税
額
を
完

納
し
て
い
る
こ
と
。

③
秩
父
市
融
資
あ
っ
せ
ん
規
則
に
よ
る

融
資
を
受
け
て
い
な
い
こ
と
。

貸
付
条
件

資
金
使
途　

運
転
資
金

貸
付
限
度
額　

１
企
業
者
１
０
０
万
円
以
内

貸
付
期
間　

１
年
以
内

据
置
期
間　

２
か
月
以
内

利�

子　

金
融
機
関
が
定
め
る
利
子

保
証
人　

１
人
以
上
と
し
、
家
族
・
役

員
等
で
市
税
完
納
者

申
込
期
間　

12
月
20
日
㈫
ま
で

※ 

申
込
み
の
際
に
「
決
算
書
」
等
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

申
込
窓
口　

商
業
振
興
課
（
緊
急
融
資
の

た
め
本
庁
の
み
の
取
扱
と
な
り
ま
す
。）

問
�
合
�
�　

商
業
振
興
課

　

☎
25―

５
２
０
８
（
直
通
）

　

国
道
１
４
０
号
の
道
路
拡
幅
工
事
に

伴
い
、
荒
川
総
合
支
所
前
の
国
道
も
工

事
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
支
所
内
の
駐

車
場
等
の
整
備
工
事
が
併
せ
て
行
わ
れ

ま
す
の
で
、
支
所
に
用
事
の
あ
る
方
は
、

駐
車
場
の
利
用
時
や
国
道
へ
の
出
入
り

等
に
は
充
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
�
合
�
�　

荒
川
総
合
支
所
総
務
課

　

☎
54―

２
１
１
１
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12
�
�
月
�

求
職
活
動
支
援
�
�
�
�

荒
川
総
合
支
所
庁
舎
前

道
路
拡
幅
工
事
�
伴
�

�
協
力
�
�
願
�
�
�
�

年
末
緊
急
融
資

�
�
�
�

�
�
知
�
�

中
小
企
業
者
�
皆
�
�
�

�
利
子
補
給
�申
請
�
�
�
�
�

�
知
�
�



　

水
道
部
で
は
、
納
期
限
を
過
ぎ
て
も

納
入
さ
れ
な
い
水
道
料
金
・
下
水
道
使

用
料
の
収
納
業
務
お
よ
び
水
道
給
水
停

止
補
助
業
務
の
民
間
委
託
を
11
月
１
日

か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
委
託
業
務
の
従
事
者
は
、
水
道

部
が
交
付
し
た
身
分
証
明
書
を
所
持
し

て
い
ま
す
。
な
お
、
大
滝
お
よ
び
荒
川

の
簡
易
水
道
に
つ
い
て
は
、
こ
の
委
託

の
対
象
外
で
す
。

　

こ
の
業
務
委
託
が
円
滑
に
実
施
で
き

ま
す
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

委
託
先　

第
一
環
境
株
式
会
社
秩
父
営

業
所
（
☎
21―

３
２
７
７
）

問
�
合
�
�　

水
道
部
営
業
課

　

☎
25―

５
２
２
１

都
市
計
画
�
種
類

　

秩
父
都
市
計
画
用
途
地
域
の
変
更

（
大
野
原
地
内
秩
父
太
平
洋
セ
メ
ン
ト

工
場
地
区
の
工
業
地
域
か
ら
工
業
専
用

地
域
へ
の
変
更
・
建
ぺ
い
率
60
％
か
ら

50
％
へ
の
変
更
）

縦
覧
期
間　

12
月
12
日
㈪
〜
26
日
㈪

縦
覧
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

15
分

縦
覧
場
所　

都
市
計
画
課

意
見
書
�
提
出

　

都
市
計
画
の
案
に
対
し
て
ご
意
見
の

あ
る
方
は
、
秩
父
市
に
意
見
を
出
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

意
見
書
は
、
都
市
計
画
課
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
意
見
書
を
提
出

で
き
る
方
は
秩
父
市
の
住
民
お
よ
び
利

害
関
係
人
で
す
。

問
�
合
�
�　

都
市
計
画
課

　

☎
25―

５
２
１
７
（
直
通
）

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
よ
る
ユ
ニ

セ
フ
（
国
連
児
童
基
金
）
募
金
活
動
は
、

１
９
７
９
年
の
国
際
児
童
年
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
世
界
の
子
ど

も
の
生
命
と
健
康
を
守
る
ユ
ニ
セ
フ
の

活
動
に
協
力
す
る
た
め
、
毎
年
末
全
国

一
斉
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

��

�　

12
月
18
日
㈰

　
　
　
　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時
ご
ろ

�
�
�　

西
武
秩
父
駅
、
矢
尾
百
貨
店
、

キ
ン
カ
堂
、
ベ
ル
ク
宮
地
店
、
カ
イ
ン

ズ
ホ
ー
ム
、
ベ
ル
ク
公
園
橋
店
、
ホ
ー

ム
ピ
ッ
ク
、
ケ
ー
ヨ
ー
ホ
ー
ム
セ
ン

タ
ー
、
ヤ
オ
コ
ー
大
野
原
店
、
ヤ
オ
ヨ

シ
永
田
店
、
ベ
ル
ク
影
森
店

問
�
合
�
�　

秩
父
市
青
少
年
育
成
協
議
会

　
（
秩
父
市
ス
ポ
ー
ツ
健
康
セ
ン
タ
ー

２
階
）

　

☎
22―

４
７
７
０

　

市
で
は
、
市
報
ち
ち
ぶ
に
皆
さ
ん
か

ら
の
広
告
を
有
料
で
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
「
市
報
ち
ち
ぶ
」
の
発
行
部
数
は
、

毎
月
約
２
６
，
０
０
０
部
で
す
。

　

あ
な
た
の
会
社
、
お
店
の
広
告
を
考

え
て
い
る
方
、
市
報
ち
ち
ぶ
の
広
告
欄

を
使
っ
て
、
宣
伝
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

掲
載
�
�
�
�
�　

市
報
ち
ち
ぶ
の
公

共
性
を
損
な
わ
な
い
も
の

掲
載
�
�
�
�
�
�

① 

青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
、
阻
害
す

る
と
認
め
ら
れ
る
も
の

② 

政
治
活
動
、
宗
教
活
動
、
意
見
広
告

お
よ
び
個
人
の
宣
伝
に
係
る
も
の

③ 

公
の
秩
序
ま
た
は
善
良
の
風
俗
に
反

す
る
も
の

④ 

そ
の
他
、
不
適
当
と
市
長
が
認
め
る

も
の

掲
載
箇
所　
「
市
報
ち
ち
ぶ
」
の
お
知

ら
せ
の
ペ
ー
ジ
（
３
ペ
ー
ジ
を
上
限
）

下
１
段
に
掲
載
し
ま
す
。

広
告
掲
載
料

�
�
号
広
告�
�
段
�
�
分
�
�
相
当
�

　

１
５
，０
０
０
円（
縦
56
㎜
×
横
88
㎜
）

�
�
号
広
告
�
�
段
�

　

３
０
，０
０
０
円（
縦
56
㎜
×
横
180
㎜
）

申
請
者
�
資
格　

市
内
に
住
所
ま
た
は

事
業
所
を
有
す
る
者
と
し
ま
す
。

原�

稿　

掲
載
希
望
者
が
作
成
し
て
く

だ
さ
い
。
割
付
は
、
市
で
行
い
ま
す
。

　

広
告
の
原
稿
は
、
申
請
書
（
企
画
広

報
課
に
あ
り
ま
す
。）
と
一
緒
に
掲
載

希
望
月
の
２
か
月
前
１
日
か
ら
前
月
１

日
（
１
日
が
土
・
日
・
祝
日
の
場
合
、

翌
平
日
）
ま
で
に
、
企
画
広
報
課
へ
持

参
の
う
え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

�
�
他　

○ 

市
で
審
査
を
行
っ
た
う
え
で
掲
載
を

決
定
し
ま
す
。

○ 

掲
載
順
は
原
則
と
し
て
受
付
順
と
し

　

ま
す
が
、
初
回
申
請
者
お
よ
び
掲
載

　

回
数
の
少
な
い
方
が
優
先
さ
れ
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

企
画
広
報
課

　

☎
22―

２
２
０
２
（
直
通
）

市
報
�
�
�
�

 

広
告
�
載
�
�
�
�
�
�
�

広　告　欄

１号広告 １号広告

ここに入ります。
２号広告は１段全面に入ります。
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水
道
部
�
�
�
�
知
�
�

 

収
納
業
務
等
�

委
託
�
�
�
�

都
市
計
画
課
�
�
�
�
知
�
�

 

都
市
計
画
案
�

縦
覧
�
行
�
�
�

第
27
回
�
�
�
�
募
金

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
協
力
�

平成17年　勤労青少年の標語
「チャンスは無限！　自分らしく　日々トライ」



　

秩
父
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
歳

末
た
す
け
あ
い
募
金
を
も
と
に
、
支
援

を
必
要
と
す
る
世
帯
等
に
配
分
を
し
ま

す
。

�
�
地
域
配
分

対�

象　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

世
帯

①
秩
父
市
内
に
１
年
以
上
居
住
し
て
い

　

る
こ
と

②
生
活
困
窮
状
態
が
著
し
い
こ
と

③
世
帯
構
成
者
全
員
が
平
成
17
年
度
市

　

県
民
税
非
課
税
で
あ
る
こ
と

※ 

生
活
保
護
世
帯
、
施
設
・
病
院
等
に

入
所
（
入
院
）
し
て
い
る
方
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

配
分
金
額　

１
世
帯　

３
，
０
０
０
円

手
続
�　

本
会
各
事
務
所
ま
た
は
現
在

お
住
ま
い
の
地
区
の
民
生
委
員
か
ら
申

請
書
お
よ
び
同
意
書
を
受
け
取
り
、
必

要
事
項
を
記
載
の
う
え
本
会
各
事
務
所

ま
た
は
民
生
委
員
に
提
出
。

必
要
書
類　

住
民
票
（
世
帯
員
全
員
の
記

載
が
あ
る
住
民
票
で
発
行
さ
れ
て
か
ら

３
か
月
以
内
の
も
の
）

※ 

都
合
に
よ
り
住
民
票
の
交
付
申
請
に

行
け
な
い
場
合
は
代
理
申
請
し
ま
す

の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、

交
付
手
数
料
（
１
５
０
円
）
は
本
人

負
担
で
す
。

申
請
締
切　

３
月
10
日
㈮

審�

査　

配
分
は
本
会
に
て
審
査
を
行

い
決
定
し
ま
す
。
ま
た
、
同
意
書
を
も

と
に
市
県
民
税
の
課
税
状
況
を
確
認
し

ま
す
。（
申
請
書
類
等
は
返
却
し
ま
せ
ん
。）

配
分
方
法　

申
請
者
の
希
望
に
よ
り
、
本

会
各
事
務
所
ま
た
は
民
生
委
員
を
通
じ

て
配
分
し
ま
す
。

�
�
�
�
�
親
世
帯

�
�
�
�
�
�

小
学
校
新
入
学
支
度
金

対�

象　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

世
帯

① 

秩
父
市
内
在
住
で
、
ひ
と
り
親
世
帯

（
祖
父
母
と
の
同
居
を
除
く
）
か
、

父
母
の
な
い
幼
児
を
扶
養
し
て
お
り
、

平
成
18
年
４
月
に
小
学
校
に
入
学
予

定
で
あ
る
こ
と

②
市
県
民
税
非
課
税
世
帯
で
あ
る
こ
と

③
生
活
保
護
受
給
中
で
な
い
こ
と

配
分
金
額　

１
人　

５
，
０
０
０
円

手
続
�
�
必
要
書
類
�
申
請
締
切
�
審

査
�
配
分
方
法

　
「
１
．
地
域
配
分
」
と
同
様
で
す
。

�
�
地
域
福
祉
�
�
�
�
事
業
配
分

対�

象　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す

団
体

① 

平
成
17
年
４
月
以
前
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
始
め
、
市
内
の
地
域
、
施

設
で
活
動
を
し
て
い
る
会
員
３
人
以

上
で
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

② 

秩
父
市
お
よ
び
社
協
か
ら
補
助
金
・

助
成
金
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

③ 

平
成
14
年
度
〜
平
成
16
年
度
当
配
分

を
受
け
て
い
な
い
こ
と

配
分
金
額　

１
団
体　

５
，
０
０
０
円

手
続
�　

本
会
各
事
務
所
か
ら
申
請
書

類
を
受
け
取
り
、
必
要
事
項
を
記
入
し
、

本
会
各
事
務
所
に
提
出
。

申
請
締
切　

12
月
20
日
㈫

審
査
�
�
�
決
定　

歳
末
た
す
け
あ
い

配
分
委
員
会
に
て
審
査
を
行
い
、
結
果

を
各
団
体
に
通
知
し
ま
す
。

以
上
問
�
合
�
�

秩
父
市
社
会
福
祉
協
議
会
各
事
務
所

　

秩
父
☎
22―

１
５
１
４

　

吉
田
☎
77―

１
１
７
７

　

大
滝
☎
55―

０
８
４
７

　

荒
川
☎
54―

２
９
６
８

問
�
合
�
�　

保
健
セ
ン
タ
ー
献
血
担
当

　

☎
22―

０
６
４
８
（
代
表
）

　

２
等
陸
・
海
・
空
士

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

応
募
資
格
は
18
歳
以
上

27
歳
未
満
の
男
性
で
す
。

受
付
は
年
間
を
通
じ
て

行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

自
衛
隊
秩
父
募
集
事
務
所

　

☎
22―

６
１
５
７

不用品のリサイクルコーナー

譲
り
た
い
物

ベビーカー、学習机、スキーセット一式、
歩行器、ローチェア、乳児用ロッキン
グチェア

譲
っ
て
ほ
し
い
物

自転車、車椅子、ミシン（卓上）、チャ
イルドシート、自転車用幼児補助椅子、
ワープロ、パソコン、テレビ、レーザー
ディスク（カラオケ用）、たんす、コタツ、
エレクトーン、ピアノ、耕運機、ベビー
ベッド、卓球台、バスケットゴール

登
録
状
況

譲りたい物 ８件
譲ってほしい物 29件

（平成17年11月22日現在）

※登録期間は３か月間で、市内在住の方に限ります。
　希望者は、電話にて市民生活課にご連絡ください。
　なお、衣類は取り扱いません。また、有効期間中に「譲
れなくなった」または「譲り受ける必要がなくなった」
という場合は、必ず市民生活課までご連絡ください。

　市では、自分には不用になったが、まだ利用
できるものなので譲りたい、または、譲ってほ
しいという希望者を登録し、紹介しています。
　なお、無料を条件とします。

登録申込み・問い合わせ
　市民生活課　☎２５－５２００（直通）
　　　　　　　☎２２－２２１１内線１３２１

26

歳
末
�
�
�
�
�
募
金
�

         

配
分
�
�
�
�

自
衛
官
�

�
�
�

募
集
�
�
�
�
�

愛
�
献
血
�
�
協
力
�

12
月
27
日
㈫

午
前
９
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

正
午

秩
父
消
防
本
部

事
務
所
内
ロ
ビ
ー

（
秩
父
消
防
本
部
）

午
後
1
時
30
分
〜

　
　
　
　
　

4
時

介
護
老
人
保
健
施

設
「
う
ら
ら
」
内

１
月
６
日
㈮

午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　

３
時
30
分

荒
川
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
（
荒

川
献
血
協
力
会
）

１
月
13
日
㈮

午
前
10
時
〜
正
午

午
後
１
時
〜　
　

　
　
　

３
時
30
分

市
役
所
１
階
ロ

ビ
ー
（
秩
父
市
献

血
推
進
協
議
会
）

ペットは愛情を持ち、最後まで責任をもって飼いましょう！
飼い主には、ペットを愛情と責任を持って育て、最後まで飼い続ける義務があります。



　

高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
は
、
居
宅

に
お
い
て
独
立
し
て
生
活
す
る
の
に
不

安
の
あ
る
高
齢
者
に
対
し
、
一
定
期
間

住
宅
お
よ
び
地
域
住
民
と
の
交
流
の
場

所
を
提
供
す
る
施
設
で
す
。

施
設
�
場
所　

吉
田
久
長
（
吉
田
高
齢
者
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
内
）

募
集
人
数　

１
人

入
居
資
格

　

秩
父
市
に
住
所
を
有
す
る
原
則
60
歳

以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
方
で
、
次
の

す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す
る
方

・ 

高
齢
等
の
た
め
独
立
し
て
生
活
す
る

こ
と
に
不
安
の
あ
る
方

・ 

秩
父
市
に
10
年
以
上
住
所
を
有
す
る

方
で
、
市
内
に
親
族
が
居
住
し
て
い

な
い
方
ま
た
は
親
族
か
ら
支
援
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
方

・ 

自
炊
の
で
き
る
方

・ 

歩
行
、
入
浴
、
排
泄
等
す
べ
て
に
お

い
て
自
立
で
き
る
方

受
付
期
間　

12
月
13
日
㈫
〜
21
日
㈬

入
居
決
定　

１
月
上
旬
に
入
居
判
定
委
員

会
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

利
用
料　

月
額
４
，
０
０
０
円
〜
５
０
，

０
０
０
円
（
入
居
者
の
収
入
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。）

※ 

食
費
、
光
熱
水
費
な
ど
の
日
常
生
活

費
は
入
居
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

申
込
�
�
問
�
合
�
�

　

高
齢
者
介
護
課

　

☎
25―

５
２
０
５
（
直
通
）

各
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　

吉
田
☎
72―

６
０
８
２
（
直
通
）

　

大
滝
☎
55―

０
８
６
５
（
直
通
）

　

荒
川
☎
54―

２
１
１
６
（
直
通
）

　

県
は
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
進

め
る
た
め
、「
子
育
て
応
援
宣
言
企
業
」

登
録
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
企
業
の
ト
ッ
プ
に
従

業
員
の
子
育
て
を
応
援
す
る
取
組
を
宣

言
し
て
い
た
だ
き
、
県
は
そ
の
企
業
を

登
録
し
、
子
育
て
を
応
援
す
る
企
業
と

し
て
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
広
く
紹
介

し
ま
す
。
ま
た
、
宣
言
内
容
を
具
体
化

す
る
際
の
課
題
解
決
の
た
め
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
派
遣
し
ま
す
。

対�

象　

県
内
に
所
在
す
る
す
べ
て
の

企
業
、
事
業
所

内�

容

　

従
業
員
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
次
に

掲
げ
る
も
の
の
中
か
ら
２
つ
以
上
の
取

組
を
宣
言
し
て
く
だ
さ
い
。

① 

主
に
出
産
・
育
児
中
の
従
業
員
が
対

象
で
、
仕
事
と
子
育
て
の
両
立
支
援

に
役
立
つ
取
組
に
関
す
る
も
の

② 

育
児
を
し
て
い
な
い
従
業
員
も
含
め
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
あ
っ
た
多
様
な
働
き
方
の
受
け

入
れ
に
役
立
つ
取
組
に
関
す
る
も
の

③ 

自
社
の
従
業
員
に
限
定
し
な
い
、
地

域
に
お
け
る
子
育
て
や
若
年
者
の
就

業
を
支
援
す
る
取
組
に
関
す
る
も
の

受
付
期
間　

随
時

問
�
合
�
�　

県
勤
労
者
福
祉
課

　

☎
０
４
８―

８
３
０―

４
５
１
３

http://w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp/
A
07/BL00/kosodate/

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

は
、
保
育
所
や
学
童
保
育
へ
の
迎
え
、

保
護
者
の
急
用
ま
た
は
病
気
、
買
い
物

等
外
出
の
際
、
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り

し
ま
す
。
そ
ん
な
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助

け
を
し
て
ほ
し
い
人
、
し
て
も
ら
え
る

人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
�
合
�
�　

秩
父
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー

　

☎
21―

３
３
１
１
（
直
通
）

　

各
地
域
で
皆
さ
ん
が
自
主
的
に
実
施

し
て
い
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
空
き

巣
の
防
止
や
子
ど
も
た
ち
を
犯
罪
か
ら

守
る
な
ど
「
防
犯
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

進
め
る
大
き
な
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
さ
ら
に
防
犯
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
県
内
で
活
動
し

て
い
る
自
主
防
犯
活
動
グ
ル
ー
プ
全
体

を
総
称
す
る
親
し
み
や
す
い
愛
称
を
募

集
し
ま
す
。
採
用
さ
れ
た
人
に
は
感
謝

状
と
副
賞
を
贈
呈
し
ま
す
。

応
募
締
切　

１
月
16
日
㈪
（
必
着
）

応
募
方
法　

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
か
Ｅ
メ
ー
ル

に
て
愛
称
と
そ
の
説
明
、
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
学
年
）、
職
業

（
学
校
名
）、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先　

〒
３
３
０―

９
３
０
１　

さ

い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂
３―

15―

１

　

埼
玉
県
総
務
部
県
民
防
犯
推
進
室
普

及
啓
発
担
当

　

☎
０
４
８―

８
３
０―

２
９
４
０

　

Ｆ

０
４
８―

８
３
０―

２
７
４
９

　

Ｅ
メ
ー
ル

　

a2940@
pref.saitam

a.lg.jp

　

国
有
林
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お

答
え
い
た
だ
く
ほ
か
、
国
有
林
の
管
理

経
営
に
対
す
る
意
見
や
提
言
を
お
聞
き

し
ま
す
。

�
�
�
�
期
間

　

平
成
18
年
４
月
〜
平
成
19
年
３
月

応
募
資
格　

関
東
森
林
管
理
局
管
内
在
住

の
成
人

募
集
期
間　

12
月
19
日
㈪
〜
１
月
31
日
㈫

申
込
方
法　

郵
便
は
が
き
ま
た
は
封
書
で
、

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
国
有
林
モ

ニ
タ
ー
を
知
っ
た
き
っ
か
け
、
応
募
の

理
由
（
１
０
０
字
程
度
）
を
記
載
し
、

〒
３
７
１―

８
５
０
８　

群
馬
県
前
橋

市
岩
神
町
４―

16―

25　

関
東
森
林
管

理
局
企
画
調
整
室　

国
有
林
モ
ニ
タ
ー

担
当
者
ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

埼
玉
森
林
管
理
事
務
所

　

☎
23―

１
２
６
０

27

子
育
�
応
援
宣
言
企
業
�

�
�
�
�
�

募
集
�
�
�

高
齢
者
生
活
支
援
�
�
�

�
�
�
�
�

入
居
者
募
集

平
成
18
年
度

国
有
林
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

募
集
�
�
�

自
主
防
犯
活
動
�
�
�
�
�

�

愛
称
�
募
集
�
�
�

地
域
�
子
育
�
�
�
�
�
�

 

秩
父
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

会
員
�
募
集
�
�
�

秩父市立保育所、児童館、星の子教室の敷地内禁煙にご協力をお願いします。



　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
資
金
助
成
事
業
を

実
施
し
ま
し
た
が
、
定
員
に
ま
だ
余
裕

が
あ
る
た
め
追
加
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

な
お
、
申
請
は
必
ず
工
事
前
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
工
事
着
工
後
の
申
請

は
、
受
付
で
き
ま
せ
ん
。

問
�
合
�
�　

市
民
生
活
課

　

☎
25―

５
２
０
０
（
直
通
）

　

女
性
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
は
、
現
在
22

人
で
自
主
運
営
し

て
い
ま
す
。
こ
の

た
び
、
受
講
生
を

追
加
募
集
し
ま
す
。

活
動
日　

毎
週
火
曜
日

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

会�

場　

秩
父
ゴ
ル
フ
練
習
場

対�

象　

成
人
女
性

講�

師　

芦
谷　

茂
氏
・
荒
船
眞
治
氏

募
集
人
員　

18
人

参
加
費　

月
４
，
０
０
０
円

申
込
�　

歴
史
文
化
伝
承
館
１
階
事
務

室
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

中
央
公
民
館

　

☎
22―

０
４
２
０
（
直
通
）

　

秩
父
に
関
す
る
写
真
展
を
、
２
月
９

日
㈭
〜
12
日
㈰
、
市
民
会
館
第
１
会
議

室
に
て
開
催
し
ま
す
。

　

写
真
愛
好
家
の
み
な
さ
ん
、
自
慢
の

作
品
を
展
示
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
詳
し

く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

募
集
作
品　

秩
父
地
域
に
関
係
す
る
行
事
、

植
物
、
風
景
等
の
写
真
・
絵
画

募
集
期
間　

１
月
31
日
㈫
ま
で

問
�
合
�
�　

秩
父
宮
記
念
市
民
会
館

　

☎
24―

６
０
０
０

　

健
康
づ
く
り
と
秩
父
の
再
発
見
の
た

め
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
！　

　

今
回
は
、
秩
父
の
発
展
を
支
え
て
き

た
セ
メ
ン
ト
産
業
と
、
秩
父
銘
仙
ゆ
か

り
の
場
所
を
訪
ね
歩
く
コ
ー
ス
を
地
元

の
観
光
ガ
イ
ド
の
案
内
を
聞
き
な
が
ら

散
策
し
ま
す
。

��

�　

12
月
18
日
㈰
午
前
９
時
30
分

（
雨
天
中
止
）

�
�
��

�
�
�
�
�
銘
仙
�
�
�

　

西
武
秩
父
駅
前
集
合
↓
札
所
15
番
少

林
寺
↓
秩
父
神
社
↓
道
の
駅
ち
ち
ぶ
↓

秩
父
太
平
洋
セ
メ
ン
ト
工
場
↓
武
甲
山

資
料
館
↓
牧
水
の
滝
↓
ち
ち
ぶ
銘
仙
館

↓
歴
史
文
化
伝
承
館
（
ア
ン
ケ
ー
ト
記

入
後
解
散
予
定
）

　

歩
行
時
間
約
２
時
間
（
見
学
の
時
間

等
は
含
み
ま
せ
ん
。）

定�

員　

50
人

参
加
費　

５
０
０
円
（
保
険
料
・
入
館

料
・
ガ
イ
ド
）

申
込
�　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ち
ち
ぶ
ま
ち
づ
く
り

工
房
☎
23―

１
０
０
２

　

市
報
11
月
号
で
も

お
知
ら
せ
し
た
と
お

り
、「
全
国
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
啓
発

キ
ャ
ラ
バ
ン　

イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
教

室
」
を
経
済
産
業
省

と
秩
父
市
で
共
同
開
催
し
ま
す
。
多
く

の
方
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
開
催
時
間
、
定
員
が
変
更
に

な
り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
11
月
号
の
お
知
ら
せ
の
中
で
、
曜
日

　

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
詫
び

　

い
た
し
ま
す
。

��

�　

12
月
22
日
㈭
午
後
３
時
〜

�
�
�　

歴
史
文
化
伝
承
館
ホ
ー
ル

参
加
費　

無
料

定�

員　

２
４
０
人
（
申
込
順
）

申
込
�　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
申
し
込
め
ま
す
。

申
込
�
�
問
�
合
�
�

　

情
報
政
策
課

　

☎
22―

２
２
０
４
（
直
通
）

　

お
米
の
研
ぎ
方
か
ら
始
め
て
「
料
理

の
初
歩
の
初
歩
」
を
楽
し
く
学
び
ま
す
。

　

男
女
を
問
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
調
理

し
た
料
理
は
一
緒
に
い
た
だ
き
ま
す
。

時�

間　

午
後
７
時
〜
９
時

�
�
�　
歴
史
文
化
伝
承
館
２
階
調
理
室

対�

象　

ほ
と
ん
ど
料
理
を
し
た
こ
と

の
な
い
方

定�

員　

12
人

講�

師　

高
橋　

照
氏

参
加
費　

３
，０
０
０
円（
食
材
費
含
む
）

持
�
物　

エ
プ
ロ
ン
、
手
ふ
き
、
頭
き

ん
（
髪
の
毛
が
落
ち
な
い
も
の
で
あ
れ

ば
バ
ン
ダ
ナ
等
で
も
可
）

申
込
�　

12
月
28
日
㈬
ま
で
に
中
央
公

民
館
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

問
�
合
�
�　

中
央
公
民
館

　

☎
22―

０
４
２
０
（
直
通
）

住
宅
�
�
�
�
�
資
金
助
成
事
業

申
請
者
�
追
加
募
集
�

行
�
�
�
�
�

28

�
�
�
�
�
�
�
安
全
教
室

�
�
�
�

�
開
催
�
�
�

秩
父
�
郷
土
写
真
展作

品
募
集

中
央
公
民
館

�

女
性
�
�
�
�
�
�

�
�
�

受
講
生
追
加
募
集

�

�
�
料
理
一
年
生
�
教
室

�
�
�
散
策
小
径

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

と　き 内　容

１月16日
㈪

ご飯の炊き方(ご飯)
どんぶりもの・味噌汁

１月20日
㈮

ご飯の炊き方(ご飯)
玉子焼き・すまし汁

１月23日
㈪

簡単スパゲティー
デザート

１月27日
㈮

秋刀魚の蒲焼
ご飯・味噌汁

秩父市メールマガジン「秩父市ふるさとメール」配信中！
購読登録は、秩父市ホームページからどうぞ



��

�　

３
月
31
日
㈮
ま
で

�
�
�　

武
甲
山
資
料
館

開
館
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

休
館
日　

火
曜
日

内�

容　

武
甲
山
植
物
群
保
護
対
策
推

進
協
議
会
の
協
力
に
よ
り
、
資
料
館
内

映
写
室
で
武
甲
山
に
自
生
す
る
植
物
写

真
を
展
示
し
ま
す
。

　

市
内
小
中
学
生
が
応
募
し
た
武
甲
山

に
関
す
る
作
文
・
図
画
の
優
秀
作
品
の

展
示
も
同
時
開
催
し
て
い
ま
す
。

問
�
合
�
�　

武
甲
山
資
料
館

　

☎
24―

７
５
５
５

　

11
月
6
日
の
第
6
回
消
防
ふ
れ
あ
い

祭
り
で
ご
応
募
い
た
だ
い
た
、
未
来
郵

便
ぬ
り
え
絵
は
が
き
を
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
庁
舎
を
一
般
開
放
し
ま

す
の
で
、
隊
員
の
訓
練
や
消
防
署
を
自

由
に
見
学
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
家
族
揃
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

��

�　

12
月
23
日
（
金
・
祝
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

�
�
�　

秩
父
消
防
署
（
下
宮
地
町
）

内�

容

①
風
船
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー

②
お
り
が
み
コ
ー
ナ
ー

③
地
震
体
験
コ
ー
ナ
ー

④ 

消
防
音
楽
隊･

ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
ク
ラ

ブ
の
「
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
音
楽
演
奏

会
」

※ 

災
害
等
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
内
容
が
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
�
合
�
�　

消
防
ふ
れ
あ
い
祭
り
実
行
委

員
会
事
務
局
（
消
防
団
事
務
局
内
）

　

☎
21―

０
１
２
７
（
直
通
）

　

荒
川
総
合
支
所
で
は
、
旧
議
場
を
利

用
し
て
、
親
子
で
楽
し
め
る
紙
芝
居
＆

映
画
会
と
懐
か
し
の
70'S
フ
ォ
ー
ク
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

��

�　

12
月
23
日
（
金
・
祝
）

第
�
部　

紙
芝
居
＆
映
画
会

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

第
�
部　

70'S
フ
ォ
ー
ク
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　

午
後
５
時
〜
６
時
30
分

�
�
�　

荒
川
総
合
支
所
３
階
多
目
的

ホ
ー
ル
熊
倉

内�

容　
　

第
�
部　
『
お
は
な
し
サ
ー
ク
ル
く
れ

よ
ん
』
の
皆
さ
ん
に
よ
る
紙
芝
居
や
手

あ
そ
び
な
ど
の
楽
し
い
お
は
な
し
会
。

映
画
会
（「
ク
マ
の
プ
ー
さ
ん
」
ほ
か
）

第
�
部　

１
９
７
０
年
代
の
フ
ォ
ー
ク

ソ
ン
グ
を
中
心
に
演
奏
し
ま
す
。
懐
か

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

入
場
料　

第
１
部
、２
部
と
も
無
料（
先

着
１
０
０
人
）

申
込
�
�
問
�
合
�
�

　

荒
川
総
合
支
所
総
務
課

　

☎
54―

２
１
１
１

　

秩
父
出
身
の
若
手
演
奏
家
が
贈
る
ク

リ
ス
マ
ス
・
ナ
イ
ト
で
す
。ソ
ロ
や
デ
ュ

オ
、
多
彩
な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

��

�　

 

12
月
24
日
㈯
午
後
６
時
開
場

６
時
30
分
開
演

�
�
�　

歴
史
文
化
伝
承
館

入
場
料　

大
人　
　

１
，
０
０
０
円

　
　
　
　

中
高
生　
　
　

８
０
０
円

　
　
　
　

小
学
生
以
下　

無
料

内�

容　

　

第
１
部
ソ
ロ
と
デ
ュ
オ
の
楽
し
み

　

第
２
部
ク
リ
ス
マ
ス
の
贈
り
物

出�

演

　

植
原
史
子（
ソ
プ
ラ
ノ
）、
大
塚
治
一

（
作
曲
）、
越
ひ
と
み
（
ピ
ア
ノ
）、
富

田
紗
規
子（
マ
リ
ン
バ
）、野
口
杏
梨（
ピ

ア
ノ
）、
山
下
萌
（
フ
ル
ー
ト
）

�
�
�
�
�
問
�
合
�
�

　

秩
父
楽
器
サ
ー
ビ
ス
☎
24―

６
７
９

１
、
植
原
宅
☎
22―

４
５
３
２
、
池
田

宅
☎
24―

２
５
３
４

　

ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
っ
た
り
、

映
画
鑑
賞
や
ゲ
ー
ム
大
会
を
し
て
み
ん

な
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

��

�　

12
月
21
日
㈬

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

�
�
�　

宮
地
児
童
館

対�

象　

小
学
生

内�

容

①
リ
ー
ス
作
り
（
材
料
は
児
童
館
で
用

　

意
し
ま
す
。）

②
映
画
会

③
ゲ
ー
ム
大
会

参
加
費　

無
料

定�

員　

30
人

申
込
�　

12
月
16
日
㈮
ま
で
に
、
宮
地

児
童
館
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
し
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※ 

駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
は
限
り
が
あ
り
ま

す
の
で
、
徒
歩
、
自
転
車
等
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

問
�
合
�
�　

宮
地
児
童
館　

担
当
：
関
口
、

井
上
☎
24―

１
７
０
０

　

乳
幼
児
（
主
に
０
歳
か
ら
３
歳
児
）

が
親
子
で
楽
し
く
遊
べ
る
広
場
を
、
開

設
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

通
常
開
催
日　

毎
週
火
、
木
、
土
曜
日

※ 

12
月
27
日
㈫
か
ら
年
末
年
始
の
た
め

お
休
み
し
、
来
年
は
１
月
７
日
㈯
か

ら
開
催
し
ま
す
。

開
催
時
間　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

30
分

会�

場　

秩
父
幼
稚
園
ホ
ー
ル

参
加
費　

無
料

問
�
合
�
�　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
秩
父

こ
み
に
て
い
事
務
局

　

☎
22―

７
８
６
６

29

武
甲
山
資
料
館

�

武
甲
山
�
植
物
写
真
展

秩
父
消
防
�
�
�
�
祭
�

 

�
�
�
�
絵
�
�
�展

示
会
�

合
併�

秩
父
市
誕
生
記
念

�

紙
芝
居
�
映
画
会

70'S
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

宮
地
児
童
館

�
�
�

�
�
�
�
�
会

親
子
�
遊
�
�
�
�
�
広
場

�
�
�
�

集
�
�
乳
幼
児
�

秩父市ホームページ　http://www.city.chichibu.lg.jp



　

当
事
者
の
症
状
、
接
し
方
、
薬
の
こ

と
な
ど
、
診
療
経
験
豊
富
な
先
生
か
ら

お
話
を
聞
き
ま
す
。参
加
費
は
無
料
で
す
。

��

�　

１
月
10
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

�
�
�　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
２
階
教

養
娯
楽
室
（
☎
22―

９
１
３
２
）

講�

師　

秩
父
中
央
病
院

　
　
　
　

名
誉
院
長　

内
田
全
一
先
生

問
�
合
�
�

　

心
和
会
作
業
所
☎
22―

８
８
０
６

　
市
役
所
社
会
福
祉
課
☎
25―

５
２
０
４

　

秩
父
保
健
所
☎
22―

３
８
２
４

��

�　

１
月
５
日
㈭

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

�
�
�　

高
齢
者
憩
い
の
家
（
中
村
児

童
館
）
集
会
室

内�

容　
「
私
の
生
き
が
い
は
手
品
」

　

生
き
が
い
の
話
を
し
て
い
た
だ
き
、

手
品
を
楽
し
み
ま
す
。

講�

師　

澤
登
好
造
先
生

対�

象　

60
歳
以
上
の
高
齢
者
、
小
中

学
生
と
そ
の
保
護
者　
　

定�

員　

50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

申
込
受
付　

12
月
12
日
㈪
か
ら

申
込
�　

高
齢
者
憩
い
の
家
（
中
村
児

童
館
）
☎
22―

０
７
１
３

問
�
合
�
�　

高
齢
者
介
護
課

　

☎
22―

２
２
１
１
内
線
１
１
７
４

��

�　

１
月
17
日
㈫

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

�
�
�　

高
齢
者
憩
い
の
家
（
中
村
児

童
館
）
集
会
室

内�

容　

｢

あ
な
た
の
ツ
ボ
を
教
え
ま
す
」

　

ツ
ボ
の
話
を
聞
い
て
、
自
分
が
知
り

た
い
ツ
ボ
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
す
。

講�

師　

高
橋
忠
佑
先
生
（
高
橋
ハ
リ

灸
治
療
院
）

対�

象　

60
歳
以
上
の
高
齢
者
（
定
員

に
満
た
な
い
場
合
は
60
歳
未
満
も
可
）

定�

員　

50
人
（
先
着
順
）

参
加
費　

無
料

平日夜間小児１次（初期）救急案内（☎25－2099）　診療時間（午後７時30分～10時30分）

申
込
受
付　

12
月
12
日
㈪
か
ら

申
込
�　

高
齢
者
憩
い
の
家
（
中
村
児

童
館
）
☎
22―

０
７
１
３

問
�
合
�
�　

高
齢
者
介
護
課

　

☎
22―

２
２
１
１
内
線
１
１
７
４

小
正
月
�
�
飾
�
�
作
�
�
�

　

秩
父
地
域
の
小
正
月
で
は
、
紅
白
の

メ
エ
玉
作
り
や
様
々
な
形
の
お
飾
り
を

作
り
ま
す
。
地
元
の
講
師
の
方
と
一
緒

に
、
あ
ら
か
わ
流
の
小
正
月
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

��

�　

１
月
15
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

�
�
�　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

対�

象　

一
般

定�

員　

50
人

参
加
費　

１
０
０
円

申
込
�　

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
込
み
。

当
日
窓
口
で
の
申
込
み
も
可
能
。

里
山
�
�
�
�
�
�
�
�

　

里
山
の
森
の
山
す
そ
の
小
道
で
、
冬

鳥
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
に
挑
戦
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

��

�　

１
月
８
日
㈰

　
　
　
　

午
前
11
時
〜
正
午

�
�
�　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
周
辺
遊
歩
道

対�

象　

一
般

定�

員　

15
人

参
加
費　

１
０
０
円

申
込
�　

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
込
み
。

当
日
窓
口
で
の
申
込
み
も
可
能
。

問
�
合
�
�　

あ
ら
か
わ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
☎
54―

２
０
１
４

12
月
11
日

医師会休日診療所
秩 父 生 協 病 院
秩 父 市 立 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（内・小）

熊木町
阿保町
桜木町
鬼石町

☎23－8561
☎23－1300
☎23－0611
☎52－3121

12
月
18
日

医師会休日診療所
清 水 病 院
健 生 堂 病 院
増 成 医 院

（内・小）
（外・内・消）

（外・内・皮フ）

熊木町
皆野町
東 町
鬼石町

☎23－8561
☎62－0067
☎22－0270
☎52－2026

12
月
23
日

医師会休日診療所
松 本 クリニック
秩 父 市 立 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（内）

熊木町
日野田町
桜木町
鬼石町

☎23－8561
☎22－3000
☎23－0611
☎52－3121

12
月
25
日

医師会休日診療所
関 口 医 院
秩 父 病 院
鬼 石 病 院

（内・小）
（産・婦・内・小）

熊木町
上宮地町
宮側町
鬼石町

☎23－8561
☎23－1555
☎22－3022
☎52－3121

12
月
31
日

石塚内科胃腸科医院
南 須 原 医 院
健 生 堂 病 院
増 成 医 院

（内・胃）
（内・外）

（外・内・皮フ）

下影森
長瀞町
東 町
鬼石町

☎24－5010
☎66－2038
☎22－0270
☎52－2026

１
月
１
日

横田内科･呼吸器科クリニック
岩田産婦人科医院
秩 父 病 院
鬼 石 病 院

（内・呼）
（産・婦・内）

小鹿野町
番場町
宮側町
鬼石町

☎72－7447
☎24－1336
☎22－3022
☎52－3121

１
月
２
日

秩 父 市 立 病 院
小鹿野中央病院
鬼 石 病 院

（外・内・小・整・脳外）
（内・外・整）

桜木町
小鹿野町
鬼石町

☎23－0611
☎75－2332
☎52－3121

１
月
３
日

あらいクリニック
荒 舩 医 院
秩 父 第 一 病 院
高 橋 医 院

（内・小）
（内・外）

（内・小）

本 町
横瀬町
中村町
鬼石町

☎25－2711
☎24－0160
☎25－0311
☎52－2253

※医師会休日診療所の診療時間は、午前10時から午後５時までです。
※休日診療所以外の診療時間は、午前９時から午後６時までです。
　その後はお電話ください。（鬼石町を除く）
※秩父郡市医師会（http://www.chichibu.ne.jp/̃ishikai）または、
　藤岡多野医師会（http://fujiokatano.gunma.med.or.jp/index.html）
　のホームページで確認できます。

30

精
神
障
�
�
者
�
家
族
�
�
�
�

 

専
門
�
先
生
�

家
族
�
�
�
�

聞
�
�
�
�
�
会

�
�
�
�
�
若
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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�
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�
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　11月８日、さいたま市の知事公館において、
平成17年度彩の国工場指定式が行われ、今年
４月みどりが丘で操業を開始し、遊技機用プ
リント基板、情報大型表示盤などを製造する
㈱三球電機製作所秩父工場が指定されまし
た。　
　彩の国工場とは、県内の技術力や環境面で
優れている工場を、知事が彩の国づくりの協
力者として指定するもので、地域に開かれ、
愛される工場づくりを進めるためのモデル工
場となります。（写真は知事と神谷日出男会
長（右））

　㈱シバサキ（柴崎敏廣社長）が（財）日本
産業デザイン振興会主催の2005年度グッドデ
ザイン中小企業庁長官特別賞を２年連続で受
賞し、10月26日、その報告に市長を訪問しま
した。
　今回は、自社ブランドALFACTOによる
アルミ椅子「alula chair」が機能、デザイン
ともに高い評価を受け受賞しました。

　11月３日、取方イベント広場をメイン会場
に「新秩父市誕生記念吉田よいとこ祭」が開
催されました。
　午前10時の寄せ太鼓とともに幕を開けた会
場では、手作りまんじゅうや新鮮な野菜等の
販売テントが並んだほか、商工祭、グラウン
ドゴルフ大会、文化展などが催され、大勢の
人たちで賑わいました。
　また、午後はキム・ヨンジャさんをはじめ
とする３人の歌謡ショーも行われ、美しい歌
声と楽しいトークで会場を盛り上げました。

２年連続で㈱シバサキが
グッドデザイン賞を受賞

「吉田よいとこ祭」盛大に開催

　11月13日、大滝地域内における清掃活動が
行われました。
　これは、大滝コミュニティ協議会が中心と
なり、毎年紅葉シーズン後に実施しているも
ので、地域住民や滝沢ダム工事関係者、県立
大滝げんきプラザ職員、小中学校の親子など
500人ほどの人たちに参加いただきました。
　当日は、国道や県道沿いに散乱していたゴ
ミや空き缶など約500㎏が拾われ、大滝地域
がきれいになりました。

きれいになりました
「大滝地域内一斉清掃活動」

㈱三球電機製作所秩父工場が
「彩の国工場」に指定されました

GOOD DESIGN AWARD 2005
Good Design Prize of Small and Medium Enterprises

グッドデザイン中小企業庁長官特別賞受賞
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　９月19日～23日に愛知万博（愛・地球博）
で行われた絵手紙・写真手紙コンテスト「地
球への手紙・地球からの手紙」で、原 義彦
さん（下宮地町）の作品が、写真手紙部門で
11,000点の作品の中から最優秀賞に選ばれま
した。（写真（上）が受賞作品）
　原さんは、若いころから写真が趣味で、心
に残る風景を見つけては撮影し、そのとき

の心情を書き留めているそう
です。「コンテストに応募す
るのは今回が初めてで驚きま
したが、大変うれしいです。」
と語ってくれました。

合併 秩父市誕生記念
奥秩父大滝紅葉まつり

　11月６日、やまなみ会館において映画「草
の乱」の上映会が開催されました。
　これは、映画「草の乱」の制作当時、映画
スタッフとともに、さまざまな形で制作に携
わってきた人たちが、撮影の拠点となった吉
田地域で、その感動をもう一度分かち合おう
と計画されたものです。
　当日は、神山征二郎監督も会場を訪れ、各
方面からの協力に感謝の意を伝えるととも
に、集まった350人の観客に向けて、改めて
この映画への想いを語られました。

　11月６日、道の駅「荒川村」荒川農園村役
場で、出品者会主催の秋の収穫祭が行われま
した。
　当日は、収穫された農産物の販売や、郷土
芸能の上演、新そば粉を使用したそばすいと
んも振る舞われました。
　今年も荒川産の取れたて新鮮野菜が完売す
るなど、賑やかな中で終了しました。

映画「草の乱」の感動を再び！

荒川農園村で秋の収穫祭

愛知万博の写真手紙コンテストで
最 優 秀 賞

◆ まちのわだいをお寄せください ◆
　皆さんの身近にあるまちのわだいを、お気軽
にご連絡ください。
　連絡先　企画広報課 ☎22－2202（直通）
 ☎22－2211内線1208

　10月30日、大滝中学校校庭において「合併
秩父市誕生記念　奥秩父大滝紅葉まつり」が
開催されました。
　会場では、各地域の特産品の販売が行われ、
特設ステージでは合併秩父市誕生記念のイベ
ントとして、大滝の郷土芸能や秩父舞祭りC
－DANCE！の披露、島倉千代子さんを中心
とした歌謡ショーなどが催され、約6,000人
の観客が秋の一日を楽しみました。


	

